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序文

九十九里平野の中央部に位置する光町は、北部に下総台地、南部には太平洋を臨む広

大な水団地帯が広がっています。 町境には豊かな水をたたえた栗山川が流れ、この地域

特有の温暖な気候による豊かな自然を水面に映し出しております。

この自然環境は、数千年に及ぶ人々の暮らしに恵みを与え、町内には数多くの遺跡が

遣されてきました。

このたび当文化財センタ一発掘調査報告書第30集として刊行いたします芝崎遺跡は、

栗山川に隣接する標高 5m前後の低地の遺跡で、古代の竪穴住居跡が数多く発見された

ほか、中世から近世にかけての畑跡が確認されるなど極めて貴重な成果を得ることがで

きました。 本書が学術資料としてだけでなく、郷土史・地域史の資料として活用され、

広く文化財に対する理解を深めるための一助となることを願ってやみません。

最後に、発掘調査から報告書刊行に至るまで、ご指導とご協力をいただきました千葉

県海匝地域整備センター、千葉県教育委員会、光町教育委員会をはじめ関係各位に対し、

深く感謝の意を表します。

平成17年 3 月

財団法人東総文化財センター

理事長 江波戸義治
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1 本書は、千葉県海匝地域整備センター(旧 八日市場土木事務所)による住宅宅地関連公共施設等総

合整備事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は、千葉県匝瑳郡光町芝崎字水神1262- 1ほかに所在する芝崎遺跡である。

3 芝崎遺跡の遺跡コードはH47である . 遺跡コードのHは光町のローマ字表記の頭文字である。 47は『千

葉県埋蔵文化財分布地図J (平成 6 年)の分布地図に記載されている光町の遺跡番号を使用している.

4 芝崎遺跡の発掘調査は、千葉県海極地域整備センター(旧 八日市場土木事務所)の委託を受けて、

千葉県教育委員会及び光町教育委員会の指導のもとに、財団法人東総文化財センターが実施した。 発掘

調査及び盤理作業の詳しい経緯については、第 1 章第 1 節で記している.

5 本書の編集 ・ 執筆は主任研究員 道海 明が行い、縄文土器の分類 ・ 実祖IJについては当センター調査

研究員 白崎智隆、 土師器 ・ 須恵器の実測については、調査研究員 津田憲司の協力を得た。

6 発掘調査から報告書作成に至るまで、千葉県教育庁教育振興部文化財課、千葉県海匝地域整備センタ一、

光町教育委員会のご指導、ご協力を得た。

7 本書で使用した地形図は、以下の通りである。

図 1 国土地理院発行 1 /25.000地形図「多古J (NI- 54-19-10- 2) ・

「木戸J (NI -54- 19ー 7-3 ・ 4) . r八日市場J (NI-54ー 19- 6 -4) ・

「成東J (NI-54-19-11-1) 
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1.調査の概要

1) 調査の経緯

千葉県海匝地域整備センター(旧 八日市場土木事務所)から、千葉県匝瑳郡光町芝崎字水神地先で河

川改修事業を計画し、平成14年 5 月 22 日付けで事業範囲5.700rrt'の埋蔵文化財の有無及びその取扱いについ

ての照会が光町教育委員会経由で千葉県教育委員会あて提出された。 事業地内に所在する遺跡の取扱いに

ついて、千葉県海匝地域整備センター と千葉県教育庁文化財課及び光町教育委員会との協議の結果、計画

の変更が難しいことから、やむを得ず発掘調査を行って記録保存の措置を講ずることとなった。 発掘調査

及び整理作業は、千葉県海匝地域整備センターからの委託を受け財団法人東総文化財センターが実施した。

発掘調査及び整理作業の実施期間 ・ 職員・内容は以下のとおりである。

発掘調査

平成14年度

期 間平成15年 2 月 7 日から平成15年 3 月 25 日

職 員調査課長岸本雅人、主任調査研究員道津明

内 容上層本調査 1.900 rrt'

平成15年度

期 間平成15年 4 月 7 日~平成15年 7 月 11 日平成15年12月 1 日~平成15年12月 22 日

職 員調査課長蜂屋孝之、主任調査研究員道海明

内 容 上層本調査 3.257 rrt'

整理作業

平成16年度

期 間平成16年 6 月 1 日から平成17年 1 月 31 日

職 員調査課長蜂屋孝之、主任調査研究員道津明

内 容ー水洗 ・ 注記から報告書刊行まで

2) 調査経過

芝崎遺跡のこの度の発掘調査は、平成15年 2 月から開始し、用地取得、排土の関係から調査区域を 2 つ

に分け、調査区域中央部から着手し 、 西へ発掘を進めていった。 平成15年 3 月末までに、 1.900rrt'の調査を

終了した。

平成15年 4 月からは 3 月に引き続き、残り西側部分の調査を 5 月末までに終了した。 6 月からは東半分

の調査をするため、 その箇所の表土を終了部分に移し、表土除去した所から遺構調査を進めた。 しかし、

との時点でも調査を着手できない用地が残ったため、そこを除外して調査を進めることにした。

6 月中旬には光町生涯学習講座参加者による体験発掘を行い、 1 週間をかけて 1 軒の住居跡を発掘して

いただいた。

7 月 11 日 までに、 これまでに調査可能な所はほぼ発掘し、用地取得が済んでないところを残して、一且

終了した。

平成15年12月になって、 残りの用地が取得され調査可能となったことから、再びこちらの調査に入った。

唱
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これによって12月 22日までに残り箇所の発掘をして、この事業による現地発掘調査を終了した。

発掘調査の整理作業は、平成16年 6 月から平成17年 1 月末まで行い、報告書作成までにいたる。

3) 発掘調査及び整理作業

芝崎遺跡の発掘調査ならびに整理では、東総文化財センター調査研究員の元、センター専属の補助員が

作業に携わった. また、 1 週間ではあったが、光町生涯学習講座「古代ロマン発見J 講座参加者20名が体

験発掘とは言いながら、調査にご協力いただいた。

遺跡地上写真及び遺物写真は道漂が撮影し、空中写真は粟田商事に委託してラジコンヘリコプターを使っ

て撮影した。

遺跡の測量は、地上遺構実測は補助員が行い、さらに細かい地形測量図については中央航業株式会社に

委託して航空測量図面を作成、編集して報告書に使用した。

遺物の実測、 トレースは補助員が行い、これを縄文時代ではセンター職員白崎智隆が、土師器 ・ 須恵器

は同津田憲司が監修した。 また、中世陶磁緯は国立歴史民俗博物館助教授小野正敏氏に鑑定をお願いした。

自然化学分析をパリノ ・ サーヴェイ株式会社に委託し、その報告を 3-5) に掲載した。

以下、氏名を記して慰労します(敬称略) 。

東総文化財セン告ー調査補助員

飯田勝恵、石井圭子、 石井チイ子、石井陸子、石毛友子、伊藤あっ子、伊藤幸子、宇井末子、宇野文子、

遠藤せい、大川義夫、大木和子、押尾栄子、角田照代、柏熊千恵子、加瀬秀幸、川口トシ江、川島幸子、

川島弘子、佐藤恵美子、椎名美智子、椎名美代子、鈴木さとみ、塚本せつ、塚本治子、都築愛子、土屋

登、林久子、林美津枝、藤井和子、傍士静太郎、水口キヨ、御簾納浩、宮内君代、宮負寛子、山口水雄。

運転手兼任森輝夫、北野新市。

整理補助員

向後幸子、佐藤政代、菅原喜久美、高木みどり、高橋淳子、林りか。

光町生涯学習講座「古代ロマン発見」講座参加者

市原勝、伊藤嘉映、鵜之海正夫、大木洋子、大胡正寿、大胡博子、加藤松男、加藤スミ、越川毅、椎名

聴子、土屋敦、 長嶋千代美、野村俊二、野村加津子、樋口広三、深田隆明、福元省蔵、福元アイ子、道

津道子。

光町生涯学習講座参加者による体験発掘風景

- 2 -



2. 遺跡の環境

1)遺跡の位置・地形

ここに報告する芝崎遺跡は、千葉県匝瑳郡光町芝崎字水神1262ー 1ほかに所在し、栗山川が下総台地の聞

から九十九里平野に流下する所の左岸の、砂州上の低地微高地に立地する。 遺跡の標高は4mを測り、現

在の地目は畑となっている。 遺跡の東側あるいは栗山川を越えた南側は 1m以上低くなって水田が広がり、

北側には標高40m近い台地が迫っている。 芝崎遺跡は北側の台地と南の栗山川、東の水田に挟まれていな

がら、東西2.∞Om、南北300mの広い範囲にわたっている。

2) 遺跡の歴史的環境

芝崎遺跡の周辺には、閉じ低地微高地の砂州上にいくつか遺跡が確認されている。 芝崎遺跡から東へ目

を移すと、水田の中に中島遺跡、弥平野遺跡、 三反田遺跡などがあり、これらを併せて芝崎低地遺跡群と

呼ぶことにする。一方、北部台地上には芝崎台地上遺跡、同古墳群、虫生駒形遺跡、小田部遺跡、小川台

古墳群、傍示戸遺跡の原始 ・ 古代遺跡、またこれと重なって芝崎城跡、田中砦跡、中の城跡、古城跡、駒

形城跡、小田部城跡、傍示戸城跡、岩室砦跡、台城跡などの中世城郭群が分布する。また、栗山川流域に

は古くから独木舟がよく 出土し、栗山川流域遺跡群として知られている。 芝崎から栗山川を越えて西を眺

めると、横芝町坂田城跡を間直に見ることができる。 このようにこの地域は原始 ・古代から中世にかけて

の遺跡がひしめき合い、多くの人々が昔から集住したことが推察される。 それは栗山川が下総国と上総固

との国境に当たり、また、南から北へ向かう道筋にも当たっていたからであろう 。 またこの近辺を岩室郷

と呼ばれ、ここから献上された麻布が正倉院に収められているという 。 つまり地政学的に要地であったば

かりでなく、気候温暖で豊かな土地であったことから、ここに人々が集まってきたのであろうと恩われる。

図 1 遺跡位置図よの主な遺跡

l. 芝崎遺跡

2. 中島遺跡
3 . 弥平野遺跡

4 . 三反田遺跡

5. 芝崎虫生台地上遺跡

6. 芝崎城跡

7. 田中砦跡

8. 中の城跡

9. 古城(ふるんじよう)跡

10 傍示戸城跡

11 傍示戸遺跡

12. 虫生・台駒形遺跡(城)

13 . 小田部城跡

14 小田部遺跡

15. 台城跡

16. 小川台古墳群

17. 岩室砦跡

18. 小川台北遺跡
19 坂田城跡

縄文、奈良 ・ 平安、鎌倉 ・ 室町、江戸。

縄文、奈良 ・平安、鎌倉・室町。

縄文、江戸。

縄文、江戸。

古墳、奈良 ・ 平安。

室町

室町

室町
室町

室町

古墳、奈良 ・ 平安

縄文、奈良 ・ 平安、室町

室町

奈良 ・ 平安

室町

古境

室町

奈良 ・ 平安

室町
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20 栗山川流域遺跡群 縄文

21 宝米遺跡 古境、奈良 ・ 平安、室町

22 二又遺跡 古墳、奈良 ・ 平安

23 八石田遺跡 奈良 ・ 平安、室町

24 新城跡 室町

25 飯倉城跡 室町

3) 遺跡の地質

芝崎遺跡の現況は畑として利用されていたため、平均0.3mの耕作土が堆積し、その下に0.2-0.5mの黒色

土が堆積し、その下に砂層が出て くる。 この砂層が砂州の構成層に当たり、遺跡の地山膚となる。 砂層は

場所によってさらさらに軟らかくなっている所があれば、鉄分が沈着して墜くなっている所もあり 、 後者

は水が通った所であろう 。 また、調査区域の東部では、砂層中に粘土層が挟まれて堆積しているのが認め

られた。 この粘土層が何に由来するか分析した所、各種火山ガラスが混じっているところから、風成 2 次

堆積の関東ローム層であることが分った(分析の詳しい結果は後の自然科学分析に所収入その地層断面観

察図を下に示す。

l 赤褐色砂

2. 灰色砂(少し粗い)

3 . 暗灰褐色砂(細かく少し堅い)

4 灰色砂(粘土が混じり、生痕あり)

L-3 ∞m一一一一一一

1 

2 

L-2 ∞m 

7 

5 灰白色粘土(砂が混じり、生痕あり)

6 灰色砂(灰白色粘土が混じる)

7 灰色砂

図 2. 12E-75-8 での地山砂層

￡
U
 



、、

¥ 
v¥ 

芝 \
-> 

v (" v 

A ¥  
」(〈〆一\ぐγ

\\>
ミ ザ

.---¥v 
>\

\、

ぶ災事
リ7下対:fd..L 111 :;--\、 ~、\

j川均にχ\
」止Jf川陥市，ご;\\

ふ戸J十イ配1Y叫ffdlf川

-一へJ 一====:!r!r--
: ‘ 、\\ 1ハ"川川!叶，……』川川川い…』んバ川JJγ..，一!川，川l〆/〆

ーに-j:三道者11J!?jjffi
-ーι-JMFrJ (;;
3 一一の地形と地名 o .... J 午=ー=

6アペペ;\j J ω

、、、

、、、 "-

一"-" " 、、、

" 
" 

\
、

¥

¥

l
 

¥

¥

 

、
、

、

" 

、
、

、
、
、

、
、
、

、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

¥

¥

 

、
、
、 へ



3. 発掘調査の成果

今回の芝崎遺跡の調査区域は、栗山川沿いに東西200mの、南北最大幅35mの範囲で、 5， 157m'を発掘調査

した。 その結果、 古いものでは遺構は検出されなかったが縄文時代の土器片から、奈良 ・ 平安時代の集落

跡や畑跡、西から延びる中世の溝、現在の畑地害IJ り直下から出てきた近世の潜などが、調査区域全体から

検出された。 遺跡の東側には栗山川の河跡湖があり、調査区域の東部では地盤が低くなって栗山川の旧河

道を検出し、遺構がなくなって遺跡の南東部の限界を確認した。

縄文時代では、主に中期から晩期にかけての土器片が、 調査区域全体から散在して出土した。

奈良・ 平安時代の住居跡は全体的に散在し、住居跡同士が重なることは少ないが、半数近くが後世の遺

構によって一部を失っていて、完全な形で検出したものは12軒である。 また 2 軒は一部が調査区域外に出

るため、 全体を発掘できなかった。 また同時代の掘立柱建物跡も散在して11棟を確認したが、 中には柱穴

の並びが不明確なものもあり 、 その数に変動があるかもしれない。畑跡は調査区域の中央部から西部に見

られ、 ほとんどが南北の畝方向で、耕作痕の溝が検出され、部分的に東西方向の耕作痕溝が見られる 。 ほ

かに調査区域中央部から奈良時代の講を検出した。 1 条は畑跡の区画溝と思われるが、 他の 2条は分岐し

て曲折し、深さも一定しない。 遺物は住居跡からの出土が多いが、他に奈良時代の溝からも多く出土した。

中世の遺構は溝のみであったが、西から延びる溝は緩やかな曲線を描き 、 掘り方が規則的でなく、西で

検出された鎌倉時代のものと同時代と推定される。 それに対して東部にある溝は、直角に近い角度で曲が

り、底面が広く仕切を有して、掘り方が規則的であるところから中世後期の城跡に見られるような堀に似

ている。 この堀状の溝は東へ行くと穴が連続するものに変わり、これはおそらく底の仕切部分のみが残っ

たものと考える。 つまりこれらの堀状の溝は、本来もっと深かったものと推定される 。 また、これらの堀

状の溝の北側には水神洞があって、水神が杷られている 。 この水神がいつから祭られているか分らないが、

この堀となんらかの関連があるか考えたい。遺物は陶磁器、銭貨、火葬骨片などが出土した。

近世の溝は、出土遺物のみでなく、溝の一部から 1706年噴火の富士宝永火山灰が堆積していたことから

も、江戸時代中期にすでに存在じていたことが確認できた。また、東部ではこの宝永火山灰を敷き詰めて

路盤とした道跡を検出した。遺物のほとんどは陶磁器である。

このように芝崎遺跡の今回の発掘調査では、 縄文時代から江戸時代までの遺構、遺物が出土し、北部の

銚子連絡道路予定地部分の発掘調査とほぼ同様の内容であった。

7 
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1)縄文時代

縄文時代の遺構は検出されなかったが、中期から晩期の土器片が100点ほど出土した。 その半数以上の土

器片を分布として押さえたので、その分布から述べる。

縄文土器の分布は調査区域全体に広がるが、西端部では少なくなる。 土器型式で示した各時期毎にさら

にその分布を見ると、その偏在性が認められる。 中期では中葉の阿玉台式から後葉の加首利 E式まで、 12

E -64' 75の調査区域中央部から少し西寄りの所に多く分布する。 後期初頭の称名寺式では、 12 E -75の

調査区域中央部から東寄りの所に分布が集中する。後期中葉の加曽利B式から曽谷式では、 12E - 64 ・ 74 ・

77など比較的散在する傾向がある。 後期後葉安行 1 ・ 2 式から晩期では、 12 E -75の調査区域中央部に多

く分布する。 また 1 点のみであるが、早期撚糸文系土器と思われる土器片が、調査区域東端の12 E-77-

17から出土している。

次に縄文土器の出土層位であるが、ほとんどが池山砂層より上に堆積する黒色土層、あるいは奈良 ・ 平

安時代の遺構覆土中から出土していて、 砂層からは出土しなかった。

縄文土器片の大きさは、大きいもので一辺lOcmを超え、中には復元実測が可能なほど器径が分るものも

ある 。 破片の多くは割れ口がほとんど摩滅してなく、接合するものも多々ある。 このようなことから本遺

跡で出土した縄文土器は、他の所から流れてきたのではなく、縄文人が当地で使い遺棄したものと推定す

る 。

次に出土した縄文土器の概要について簡単に述べる。

1 は口縁部の土器片で、 口縁が外反し、口唇付近まで縦位の単節縄文が施されているところから、早期

撚糸文系の土器と考えた。 だとすれば芝崎遺跡群で出土した土器の中でも、最も古いものになり、本遺跡

が立地する砂州の形成時期の推定なども含めて、検討を要する資料となろう 。

2 から 9 までは中期の土器で、中葉阿玉台 n b 式から加曽利N式まであり、芝崎遺跡全体や中島遺跡か

らも多く 出土している。 また、近隣の虫生駒形遺跡では同時期の集落や貝塚が確認されていて、この時期

の縄文人は、 台地から低地に活動範囲を拡大していった時であろう 。

10から 16は後期初頭の称名寺式で、芝崎遺跡の他の調査区域からはあまり出土しなかったが、中島遺跡

からは多数出土し、こちらとの関係が考えられる。

18から22は後期中葉の加曽利B式から曽谷式の土器で、芝崎遺跡では東端部で多く出土している。 中島

遺跡でも出土しているが芝崎遺跡ほど多くは出土していない。 しかし、芝崎遺跡群の中で弥平野遺跡や三

反田遺跡、同町桑郷など広い範囲で同時期の加曽利B式土器が出土していて、この時期の縄文人が低地を

積極的に活動していたことが推定される。

23から26 ・ 39は後期後葉の安行 1 ・ 2 式で、芝崎遺跡群全体では少なくなる。

24から42は晩期の土器で、安行 3 式、 山武姥山式、前浦式、荒海式などがある 。 晩期では栗山川を越え

た西方台地に山武姥山員塚があり、栗山川上流へ遡ると近年知られた志摩城跡があって、これらの遺跡と

の関連が考えられる 。

このように芝崎遺跡の今回の調査では、決して多くはないが様々な縄文土器が出土した。 これはこの地

が地理的な特徴から、各期の縄文人が行き交った十字路であったことが想定される @

-12 -
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幽土地 12E-15-1 
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33 縄文深鉢
出土地 12E-74-5 
遺物番号 30
時期晩期安行3b
文線条線
色圃暗縄色
焼成良
胎土砂

r_ .. 一円 32 縄文深鉢

I U 出土絶 12E-65-22 
¥ 遺物番号 17 
¥ I 時期晩期安行 30
1¥ 文繕組織.条舗
円色鋼繍縄色

l 錬成良
胎土砂
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2) 奈良 ・ 平安時代

(1)遺構

本遺跡の発掘調査によって検出した遺構のほとんどが当該期のもので、この時期が遺跡の中心になる。

遺構は竪穴住居跡が26軒あって、調査区域の中央部から商に散在する。掘立柱建物跡は11棟、中央部を中

心に分布する。 畑跡は西半分の約3.000nfに広がり、西に濃密で、東ほど薄くなって東半分で見られなくな

る 。 以下、遺構の種類ごとにさらに詳しく述べる。

竪穴住居跡

この発掘調査では奈良 ・ 平安時代の竪穴住居跡は26軒検出し、うち 2軒は一部が調査区域外に!出、 12軒

が後世の遺構によって一部を失っていた。 それでも当該期の住居形態が方形で、竃を有しているところか

ら、ほとんどの住居跡の規模、主軸の向きなどの傾向を知ることができた。 住居跡の多くは北壁中央に竃

を有し、その主軸の角度は 6-2í 東に向いていて、ほぼ南北を示している。 ほかに西に向いている住居

跡が 2軒、反対に東へ回転しているのが 2軒ある。 住居跡の規模では、一辺2.0-5.3mの聞にあり、 3mを

越すと柱穴を有するようになるが、中には200号住居跡のように、一辺 5 mを有しながら柱穴が検出できな

かった住居跡もある。 床面の深さはO. 1-0.5m と、住居跡によって差があり、深いと壁が崩れて傾斜してい

る住居跡が多い. 床面は砂地のため、硬く踏み固められた住居跡はなく、掘った砂地をそのまま平らに整

地して床面とする(189 ・ 191号住居跡)か、掘って凸凹になった地山に他の土砂を埋めて麓地して床面に

した住居跡 (188 ・ 196号住居跡)とがある。 竃のほとんどは構築材に黒色土と砂を混ぜて作っていて、住

居跡覆土とほとんど同じ色調、土質をしているが、硬くなっていることで識別できた. 竃内壁及び天井部

は赤変していているが、火床部はほとんど赤変していない。 これは低地のため地面の水分が多いため、温

度があまり上がらなかったことが考えられる. 竃では住居跡以外から 1 基検出し、屋外竃とした. 形態的

にも内部が焼けている所から、竃として問題ないと恩われるが、住居跡としての掘り込みや床面、柱穴は

検出できなかった。 図中、住居番号のカッコ内は調査時の検出番号である。

姻立柱建物跡

掘立柱建物跡は11棟検出されたが、先述したように不明確な柱穴並びのものがあって、さらに増えるこ

とも考えられる 。 規模では柱問 1 x 1 問 (2 .5X2.3m) の最小のものから 、 3X4 問 (6 x 9 m) の大きい

ものまであり、 一定しない。また、 67号掘立柱建物跡のように変則的な柱並びであって、構造的にどのよ

うに成るか想定が難しいものもある。

掘立柱建物跡の主軸方向は、南北から 10-17' 東に向き、住居跡とほぼ共通しているものがほとんどで、

住居跡と同時平行して存在していたことが想定される。 柱穴の大きさでは、直径が 1mを超えない比較的

小さい掘立柱建物跡と、直径が 1 mを超す比較的大形の柱穴を有した掘立柱建物跡とがあり、出土漬物は

少なく時期の決め手は少ないが、柱穴が小さいものは古く奈良時代、大形の柱穴は平安時代のものと推定

される.

土坑

奈良 ・ 平安時代の土坑は、 8基検出された。 規模は 1mを超えない小さいものから、 3mを超す大きい

ものまであり、土坑の性格として様々なものがあると考えられる。 75号土坑は楕円形であるが、掘り方が

住居跡の様であり、 83号土坑は底面に木炭を敷き詰められ、 77号土坑からは焼土を検出した。 また、 78 ・
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79 ・ 82号土坑は規模が1.5m前後、楕円形であることから墓坑と推定される。

溝

溝は奈良時代に当たるものが 3条確認され、土器が多く出土したことから、当該期と断定できた。 特に

1 号奈良時代溝からは北部先端から、覆土上部で土師器亦や号車・甑など11固体が出土した。いずれも潰れ

て割れた状態で、復元して完形になるものはないことから、投棄したものと思われる 。 この溝はこの先端

部で深く、南へ行くにしたがって浅くなり、曲線を描いているが、何のために掘られた溝か見当がつかな

い。 2 号溝は 1 号溝から分岐する。

畑跡

畑跡は調査区域中央部から西で検出され、特に12E -63- 19から64- 16にかけて濃密に耕作痕の溝が確

認された。 この耕作痕溝から東西35m、南北15mの畑 1 枚分の区画が読み取れ、 1 つの畑跡の規模が確認

できた。 この畑跡の耕作痕溝方向はN-20
0

-Eで、住居跡等の主軸方向とほぼ共通する。 溝の間隔は約

1m、地山商での掘り込みは0.1mであるが、他の所では間隔 1~2m、 深さ 0. 1~0.3mと、場所によってま

ちまちである。 この畑跡の東隣では東西方向に長さ 6m程度の溝があり、またその東側lでは南北方向に溝

が走ると言うように、隣同士の畑跡では溝方向が90
0

換わり、あたかもモザイク模様を成していた畑であっ

た様である。

この耕作痕溝は上部に堆積する粘質の黒色土と砂とを混ぜるため、鋤で砂層まで連続的に掘り起こして

耕した跡と考えられる。 その推論のヒントは、地元で現在耕作している方から聴取した話で、「ここは土が

粘質なため砂を客土し混ぜて耕し易くしている J とのことからである 。 また耕作痕溝は他の畑跡検出例か

ら照らし合わせて、畝の構として見ることができる。つまり耕作痕溝が畝溝として捉え、この溝が確認さ

れた所を畑跡であるとした。 芝崎遺跡では道路部分の調査も含めてほぼ全域でこの畑跡が確認され、その

ほとんどは奈良・平安時代のもので、この時期の集落を含めた農村の姿が見えてきた。

(2) 遺物

奈良・平安時代の遺物は、ほとんどが住居跡から出土した土師器 ・ 須恵器で、その当時の生活用具の基

本の一部であったろうと思われる。 また畑跡が検出された所から、農耕具の出土を予想したが、恩ったほ

ど出土せず、消耗が激しかったことと木製品が残る条件がなかったことによると考えられる。 しかし、碁

石と恩われる石製品や灯明具に使ったと恩われる器が多く出土したりと、少し変わった遺物が出土したの

も 、 本遺跡の特徴と言えよう 。 以下、出土遺物について少し触れることにする。

土師器

土師器の主要な器は、杯と費、そして甑である。特に杯は形態の変化が大きく、この形態変化を主に取

り上げて、芝崎遺跡の奈良 ・ 平安時代の時期区分を図 9 のように示した。

1 期 芝崎遺跡で最も古い形態で、底部が丸く、器面を丁寧に磨き上げているものが多い。 先時期の名残

と思われる高杯もある。 懇では器厚が 1 cm以上あって、大形のものが多く、特に胴下部を箆撫で調整し、

胎土に石英 ・長石 ・ 雲母を含んだ常総型と呼ばれるものがある。 また特異な形態として、甑の形をして底

部を有する墾がある。 奈良時代前半のものと考えられている。

2 期 須恵器を真似た糠纏引きで作られ底部が平らな杯が現れ、これをさらに磨き上げて赤彩したもの 、

内面を黒色にしたものもある。 費は大形のものはあるが、器厚は簿くなる。

3期 平底手短ねと糠櫨引きの杯が並存するが、両者の器形は体部傾斜がほぼ同じで似てくる。 礎櫨引き
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杯の中でも内面を磨いて、黒色処理したものや、灯明具に使ったものもある。 号車は小形・中形のものにな

り、箆削りした丸い胴部に、段を有した口縁の千葉で一般的な形が主になる。 しかし、 1 点刷毛目 の胴部

に、内側に屈曲した口縁を持ち、胎土がきめ細かな賓があり、形態的な類例では京都長岡京で出土してい

るものに{以る .

4期 手担ね亦がな くなり 、犠櫨引き亦の体部はより開き 、 45。 以上になる 。 裂は変化があまりない。

5期 亦は口縁が少し内湾するようになり、丸みを有する。 費は好例がない。

6期 杯の体部が全体的に丸みを有するよ うにな り、底は糸で切り離した後、整形処理しなくなる . 費は

中形でも少し小さめになり 、網の丸みも弱くなる。 またこの時期に鉢が加わる。

7期 杯は大きく丸みを有した碗形になって、底には高台が着くようになる. 杯の内面はよく磨かれ、黒

色にしたものがあるが、胎土は粗く、出来はあまりよくない. 警はあまり変化がない。

B期 本調査区域では検出されず、道路部分の調査区域で出土しているので、これを示した。亦は丸みを

有した体部に強く外反した口縁で、底に脚の高い高台が付く 。 器厚は薄く、内面を磨いているが、胎土は

粗い。 雪量は胴が丸いが全体形は不明。 また、口縁が波状の鉢がある。いずれも胎土に砂が多い。

以上、芝崎遺跡から出土した土師器をもとに、奈良・平安時代を 8つの時期に区分した。 本調査区域で

検出した26軒の住居跡から出土した土師器から、時期区分したため、区分に粗さはあり、精密でないこと

は認めるが、これによって本調査区域の奈良・平安時代の遺構が、長期にわたって存在したことが理解さ

れよう。また住居跡によっては、複数の時期に亙る遺物を出土した組み合わせもあり、これが長期に存続

した住居跡なのか、あるいは 1 家族が移転しながらも土器を持ち続けた結果(伝世)なのか、検討する必

要もあろうが、図説明では複数時期で表示した.

須恵器

須恵器では破片で多く出土し、復元できるものはほとんどなかった。しかし、この破片の中に 2 次利用

した痕跡のあるものがあり、胎土密な破片の内面が光沢磨耗したものが数点確認した。 これは転用硯とし

ての利用が考えられている。 また、 192号住居跡からは大破片が出土、これの中央部にも磨耗痕が認められ

た. しかし、これは胎土が少し粗く、担鉢としての利用が考えられる。

その他の遺物

鉄製品では鎌の一部、刀子 ・ 鉱 ・ 釘などが出土したのみである。 砥石は住居跡から計 7点出土し、鉄製

品に対して多過ぎる 。 このことから本遺跡での鉄刃物の消耗が著しかったことが推定される。 195号住居跡

からは、よく整形された肩平石玉が 2点出土した。 白玉は石英、黒玉は~質頁岩で、まさに碁石であろう .
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185(12)号住居跡
時期 5 l1li
位置 12E-63-15'64-11

理檀 2 . 43x2. 72m 

主軸方向 N - 7 ・ -E

理主 O . 65m 
床 面全体に耽園、中央慨が彊む.
柱 穴商量爾隅に、理さO.2mの柱穴が2基.
竃(かまど)北豊中失に也置し、両柚が良〈強り、樹祭材は匝色砂.
遺 物置土中に土師穆杯・壷片多敏、竃にこ土師器壷.
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図 11 奈良・平安時代の遺構 1
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186 (13) 号住居跡
時期 3矧

位置， 2E-63-20 

規槙 2 . 72x2. 98m 
主軸方向 N-63 ・ -w
軍さ O . , m 
床 面中灸侮で少し硬い
柱 穴朱後出

竃 北西豊中央に位置し、両抽が残る

遺 物寓周辺.壁障から土師畢符・置、調車畢聾片
圃 序， . lJi色砂黒褐色土・帽儀理じる

2 暗灰色土褐銀理じる
3 匝色砂 褐色土ー禍量生理じる

187(14)号住居跡
時期 3期
位置， 2E-63-19' 20 

蝿檀 2 . 92)(3. 24m 

主軸方向 N-7 ・ - E
理さ O . , 3m 
床 面大錦分を蝿跡・土筑.後代の溝に剛られる
綾 穴北壁両圃.甫酋隅に浸い穴がある
竃 北豊中央に位置し‘両繍がわずかに残る

遺 物園内に土師..片.東郁床面に土師畢持
層 序 1 暗灰色砂黒褐色土褐銀理じる
2. AIJi色土砂・木俊理じる
3 暗匝色砂褐色土ー褐鉄il!じる
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76号土坑
時期 1-2嗣
位置 12E-63 -20
規模1. 36mx 1. 28m 
主軸方向 N-24 0 -E 
理さ O . 33m 
遺 柚特になし
特配穆項 187号住居跡の下より検出図 12 奈良・平安時代の遺構2
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188 (1 1)号住居跡
時期 11111
位置 12E-64-7
理復 >4 . 6x4. 65m 
主軸方向 N-1 5--E  

理さ O . 23m 
床 面中央部で硬仁平担

柱 穴対角線上に 2基ずつ、理さO. 15.....0. 5m由主柱穴.商聖屠

眼中失に主絵穴があり、商量と東量外個に量柱穴ある.
竃 北壁中央にあるが.大半が調査E蟻外.

遺 拘置土中から土師器野田聾片、調車器量片、中央卸床面

よりO.lm上に銚土.

特記..項主柱穴が2基ずつあり、聖が障を有して拡彊している

ところから、建て替えをしている.

図 13 奈良・平安時代の遺構3
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序 1 暗灰色土砂・褐鉄理じる
2 暗E色土砂ー白色土理じる
3 暗灰色土 砂ー白色土ー黒色粘土理じる
4 暗灰色土砂・揖土多く理じる
5 暗医色土砂・掴銀理じり.硬い
6 暗灰色土砂理じる
7 暗匝色土砂多〈理じる
8 暗匝色土砂，黒色粘土理じる



189 (1 0) 号住居跡
時期 2期

位 置 12E - 64- 1 3

規複 2 . 70x2. 52m 
主軸方向 N-18 ・ E 

翠 さ O . 23m 一一
床 面少し軟弱であるが. Iまl正平坦. 一つ
柱 穴商酉闘と南部中央にO.lmほどの穴がある. てニ/二
竃 近世溝が入り‘消滋。 v

遺 物床面上から土師器係費、調車畢聾片、転用硯.砥石

190 (8) 号住居跡
時期 5期
位 置 12 E - 64- 1 7 ・ 1 8 ・ 22 ・ 2
規模 2 . 76x2. 83m 
主軸方向 N - 27 ・ E 
理さ O . 20m 
床 面姻純作穫、 中世漕が入 り 、 中央舗のほと

んどが泊滋

柱 穴倹幽せず
竃 後代田遺構によって消滋

遺 物残存する床面上から、 土師畢綜・壷片.

眉

燭憧鉢 l 
序 1 黒匝色土 褐鉄・砂理じる

2 属医色土砂木炭理じる
3. .色土 砂iIlじる
4. .'"色土砂慢土理じる
5 崎医色土 砂多・木置理じる
6 黒色土 砂・幌主連じり 、 置い
7 匝色砂黒色土理じる
8. .灰色土砂 ・ 木俊理じ り‘硬い

c 

。。

¥ 

図 14. 奈良・平安時代の遺構4
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192σ)号住居跡
時期 1-3期
位置 12 E -74-3

規檀 2 . 62x2. 66m 
主軸方向 N- 1 6 ・ - E

理 さ O . 52m. 壁画期れ.幅制.

E仮 面少し軟冒であるが、平坦

柱 穴北西岡に罪さO. 07mの穴がある
竃 北豊中央に位置し、両袖が且〈瞳り、 肉壁が赤色に立

っている.

遺 物床面より少し浮いて土飾器杯聾置、調車器軍大片.
また竃から土鏑器亦 ー 聖など多数.
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図 15 奈良・平安時代の遺構5



193 (6) 号住居跡
時期 3期
位置 1 2 E -64-23-2 4

掴檀 2 . OOx2. 33m 
主軸方向 N ー 市 2 - -E  

揮 さ O . 28m、壁画少し刷れ、個個.
床 面中失傷は唖〈、平温

柱 穴積出されず

竃 北豊中央に位置し、両袖が良〈残る.
過 軸床面より少し浮いて土師畢停.他は置土中から土師畢

杯 . w片.
圃 序 1 暗匝色土砂褐量生理じる

2 黒匝色土砂貧褐儀理じる
3 属匝色土 砂理じり、置い.
4 暗匝色土 砂，Iじる
5 鳳E色土 砂理じり.硬い.
6 暗E禍色土砂iIじる.
7 暗E色砂砂多〈理じる. 術聾材.
8. .灰色土砂・健主理じる

A 

A 

191 (9) 号住居跡
時期 3期
位置 1 2 E -6 4 -22

規模 3. OQx2. 72m 
主軸方向 N -68 . -W 

理さ O . 20m 
床 面少し敏冒であるが‘平屋
柱 穴北西岡に理主O. 07mの穴がある

竃 酉量中央に位置し.画袖がかろうじて揖る
遭 鞠南西聞の底面上から土師畢節、 他は置土中から土師畢

停壷片眠、調車畢壷片.

旦ー L-3. 2Om

~ L-3.50m 

V ミミ=三三 -こqγ

図 16. 奈良・平安時代の遺犠6
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194 (5) 号住居跡
時期 4期

位 置 1 2E-64-1 9 
規模 2. O�>1 . 70m 
主軸方向 N-113 " -E

深さ Om
床 面中央部は硬〈、平坦
柱 穴検出されず
竃 西壁中央に位置し、両袖がわずかに残る.

遺 物竃向から土師器時・聾片.
層 序 1 鳳灰色土砂・焼土漣じる.

B 

l u 色~ul

A 旦- L-3 . 40m
、、

Jμ 

l

引
E
a
の
」

195 (4)号住居跡
時期 4期

位置 12E-64 ー 1 9 

規槙 2 . 35x2. 20m 

主軸方向 N - 24
0

-E  

深さ Q . 21m 

床 面全体に軟弱であるが、平坦
柱 穴検出されず
竃 北壁中央に位置し、両袖が残る。

遺 物竃向とその前から土師器耳、覆土中から碁石Z点.
層 序 1 鳳灰色土砂・焼土混じる.

2 展灰色土砂混じり、少し硬い。
3 暗灰褐色土砂書く麗じり‘少し硬い。
4. ..灰色土砂・焼砂混じる.
5 暗灰色土砂焼砂混じる.

28 

図 17 . 奈良・平安時代の遺構7



196 (3)号住居跡
時期 7期
位置 12E-74-5
理機 2. 60x2. 83m 
主軸方向 N - 1 1 2 ・ -E

理さ O. 30m 
床 面全体に直<.平坦
柱 穴後出されず

竃 北壁中失に位置し‘両袖が残る. 禍聾材lま属医色主.
遺 物竃由周りや置主中から土師畢節‘聖片.
11 If 1 . 111色土砂理じる.

2 . 111匝色之砂iIi!じる.
3 暗灰褐色土砂理じる.
4. III!K色土砂理じり、硬い.
5 黒E色土砂瞳砂理じる.
6 褐色土少し赤い.

197(1) 号住居跡
時期 2期
位置 12E-65-21

規纏 2. 86x3. 08m 
主軸方向 N_S O -E  

車さ O . 35m 
床 面全体に硬〈、平坦
柱 穴北東隅に、理さO. lm田穴がある.

留置 北豊中央に位置し、東側袖が掴立往穴に削られる.
遭 拘置土ゆから主師畢持、軍片.
眉 F事? 暗匝色土砂理じる.

2 暗匝色土砂褐鉄車じる.
3 暗匝色土砂・帽銀理じり、硬い.
4 属医色土砂浬じり.硬い.
5 暗匝色土砂理じり、硬い.
6 暗匝褐色之 砂・禍倉受理じり、硬い。
7. !K色土砂浬じり、硬い.
8. III!K色土砂木炭理じる.
9 黒E色土砂混じる.
10 属医色土砂 ・ 禍銀理じる.
11 鳳色土砂謹じる.
12 匝色土砂理じり.直い. 機聾材.
13 暗E色土砂懐土理じる.
14 暗赤匝色土砂・燦土理じる.
15 鳳匝色土砂田俊土理じる.
16 匝色土砂多〈理じる.
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図 18 奈良・平安時代の遺構8
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198 (24) 号住居跡
時期 7闇
也置 12E-75 - 1

規模 2 . 7B X> 市 50m

主軸方向 N-l1
G

-E 
理さ O . 10m 
床 面全体に軟調で、平坦
柱 穴南西隅に.理主0 回mの穴がある.
竃 近雀溝に住居の半分以上を剛られ.竃も消失.

遺 物床面上から土師器坪.
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199 (23) 号住居跡 「三-受給三戸〉ミごー\ーっ巧f 一 一一べ":?'一一一一- / 
時 期 1 嗣 ℃二一.....-/ \ミーでιづr L-ーーーー」m
位 置、 2 E - 75-1-2・ 6.7 \\~ー.---J 竃 北壁申失に位置するが.近世溝に西半分を剛られ.3肖
規 模 4. 48x>2. 60m 失. 東側袖残る.
主軸方向 N-19 ・ -E 遺 物置土中から土師畢押、聾片.
軍 さ O. 16m .事 1 暗庇色土砂理じる.
床 面中央舗で硬<.平坦 2 暗E色土砂・禍鍛混じる.
柱 穴南舗で2基後出. 他は後代の遇制障に削られ、消失 3 暗匝色土砂蝿銀理じり、硬い.

図 19 奈良・平安時代の遺構9
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2∞ (2)号住居跡
時醐 1 期
位置 12E-75 - 6

姐橿 > 3 . 1 Qx5. 30m 
主軸方向 N-20・ -E

理さ O . 28m 
底 面全体に軟弱‘中失飾で低く なる.
柱 穴南東舗に.理さO.3mの穴が 1 基æ.る.
竃 U!中失に世置するが‘ 近世講に剛られ、 西個柚が瞳

る. この抽に織して主脚出土.
遇 制置土中から土師畢綜.!I片、 須..壷.
圃 F事 1 血圧色土禍色砂.1<色砂理じる.

2 暗匝褐色主砂理じる.
3 暗匝褐色土貧色砂多〈理じる.
4 晴臣色土砂・禍銀理じる.
5 暗匝色土砂;宜じり 、 硬い.
6 黒匝色土砂理じり、硬い.
7 匝色砂
8 暗匝色砂硬い.
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図 20 奈良 ・ 平安時代の遺構 1 0



201 (22) 号住居跡
時期 1 -2期
位置 1 2E-75-3

規檀 3. 16x2. 93m 

主軸方向 N -6・ -E

諜さ O . 55m 
床 面全体に榎〈‘平坦. 商舗にゆ也講師入る.
柱 穴倹出されず. 東壁にかかる穴は7 1号掴立柱穴.
竃 北壁ゆ失に位置し、 両柚.煙車!11b'且〈残る.

遺 物置土中から土師器杯 ー 畳片、砥石、軽石.
11 客 1 暗民色土砂・帽量理じる.

2 暗灰色土砂理じる.
3 暗灰色土砂理じり 、 給置で硬い.
4 鳳匝色土砂理じり.硬い.
5 暗匝色土砂多<iRじる.
6 暗匝縄色土砂理じり 、 帖置で硬い.竃檎聾材.
7 黒色土 砂・木E経理じり.粘置で硬い.
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202 号住居跡
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図 21 奈良・平安時代の遺情 11
202-204 号住居跡 (西側lから)
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202 (21) 号住居跡 ¥ 97  

時期 2-3期
位置 12E-75-8

規橿 4. 67X4. 93m 
主軸方向 N-5 . -E  

軍書 O . 43m 
底 面中央揮で硬 〈、平唱.量に描って向倒に圃講を樟出.
柱 穴対角蝿上に3固ずつ掴った.漂さ0.5句。 8m由主柱穴を

檀出.また量には量柱穴がある.
竃 北豊中央に位置し、酉柚が強るが、百慢が掴立柱穴に剛られる

温 柚置土ゆから土師畢涛..片、軍車畢董・置片、砥石.

特配事項柱穴‘ 周溝から . 2 (1由建て・えがあり、軍側に却3号
住居鴎ifJ付置なり.本住居跡部俊になる.

' f!: 1 織作土 2 暗匝色土砂多〈理じる.
3 暗匝色土砂・血色土理じる.
4 晴E色土砂 ・ 粘土・量土畢じり 、 硬い.
5 暗民色土砂多〈量じり、少し硬い.
6 暗E色土砂・蜂土理じる.
7 匝色土砂理じり、粘置で硬い.竃輔接待.
8 葬圧色土砂・瞳土理じる.竃王弁錫.
9 血色土砂憧土原理じる.

図 22 奈良・平安時代の遺構 12
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202-204 号住居跡(東側から)
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203 (20) 号住居跡
時期 1 矧
位置 12E-75 - 9

理篠 3. 02x>3. OOm 

主軸方向 N-5・ E 
課さ O . 42m 
床 面全体に硬く、平坦.
柱 穴検出されず。

竃 北壁中央に位置し、両柚が且〈残る.
遺 物床面上から主飾器杯ー聖が1点ずつ.他は覆土中.
特IC'匹項東西両側に後代田住居跡に後まれる固
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図 23. 奈良・平安時代の遺構 13
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204 (1 9) 号住居跡
時期 2期
位置 12 E- 75-9

現槙 3 . 87x3. 87m 
主軸方向 N -6 ・ E 
揮 さ O. 39 m、壁よ慨が刷れる.

床 面中央鶴で硬〈、平坦.
柱 穴対角線上に4基、理さO.4""0. 5m由主柱穴がある. また

量には霊柱穴がある.
竃 北軍中央に位置し.両抽が屠る.

遺 鞠ーから土師器盟、 他は置土中. 土玉・ 飯町がある.
特記事項 西側に203骨住居跡と置なり.本住居跡が後である.
' 序 1 縛作土 2 暗匝色土 砂多〈、禍量理じる.

3 暗匝色土 砂多・鳳色土理じり、硬い.
4 暗匝色土 砂 ・ 思色土理じる.
5 暗匝色土 砂多〈理じる.
6 暗匝色主 砂理じり.粘置で硬い.
7 暗匝色土砂慣土 属色土理じる.
8 赤匝色土 砂瞳土 E理じる.

" .1So⑤ 。
島

亡。

、島/ ¥t!w�l 
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一一 ~ ....�.... L-J.l0m 
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図 24 奈良・平安時代の遺構 14
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~7一一 2 入で三弓v
205 ( 16) 号住居跡
時期 3期

位置 12E- 75-9 . 10

壇檀 3 . 30x3. 47m 
主軸方向 N - l0・ -E
軍さ O . 20m 

床 面全体に少し敏画で、平坦.
柱 穴北圃2基は対角線上に、南側は壁に掴めに掴っている.

理さはO.4.....0. 65m . また南側中失に支柱穴がある.
竃 北豊中失に也置し.両袖は残るが.鰭韓曲が外側に寄る.

遺 物置土中から土師畢停車片.調車畢董聖片、砥石.

特記事項爾東鶴に回毎土坑が置なる.土坑が後.
11 事 1 暗匝色土砂多禍鉄車じる 7 鳳色土砂・憧土匝理じる.

2 鳳匝色土砂多〈理じり、硬い 8 黒匝色土砂多懐之理じる.
3. !K色土黒色土理じる.
4 匝色砂
5 暗匝色土韓主多・砂謹じる.
6 属医色土砂理じる. 図 25 奈良・平安時代の遺構 15

-36 -
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80号土坑
時期 4期
位置 12E-75-10

理穫 1 . 5mx 1. 4m 
主軸方向 N-23 - -E  
罪さ 1 . 25m 
遺 物土師畢壷. 転用硯、 軽石
特配事項 205号住居跡南東隅に置なる
11 事， . III!K色土 (砂が多 〈 理じる}

2 鳳E色土 (砂木俊が理じる1
3 暗匝色土 (砂が多 < iIじる)
4 鳳匝色土 [砂が多 〈 理じり . 堅い)
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206 (17) 号住居跡
時期 2期
位置 1 2 E ー 75-9 ・ 10
曙槙 4 . OQx3. 75m 
主軸方向 N -7 ・ -E
理さ O. 26m 
床 面 中央舗で少し置<.平坦.

柱 穴対角線上に 4基‘漂さO.35.....0. 5m由主柱穴.
竃 北豊中央に憧置し、両柚が良〈残る.

遺 鞠置土ゆから土師畢跨聾片.
特記事項南軍部を近世講によって剛られる.
11 P夢 1 暗灰褐色土 砂多・ 構土理じる.

2 血E色土 砂理じる.
3. .灰色土 砂多〈理じ り.少し硬い.
4 暗庇色土 砂 ・ 龍之理じり、粘買.
5 鳳庇色土 砂 ・ 俊之 ・*'提砂理じる .
6 暗匝色土 砂多 ー瞳土壇じる.

ー万/二 | 

H 

P 1 

d 

~L-3. 1 Om 

o 1m 

-ー--ーー=国

図 26. 奈良・平安時代の遺構 16
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207( 1 8) 号住居跡
時期 2期

也置 12E-75-4
規槙 > 3 . 60m 
主軸方向 N-4 ・ -E
盟 さ O . 69m 壁封劇れて檀斜.
E筆 画中失御で少し直<.謹む.
柱 穴豊近〈に2基、理さO. 2m田柱穴検出. 主位と支柱穴と

思われる.

~ 

可。

台\ 0 1

ベミと
8 

主君三竺三グケ恥
遺 物置土ゆから主師畢海軍片、須車器董.

特ElII項住居跡のほとんどが北・0)"査巨域外にある.
圃 序 1 緋作土 2 黒色土砂理じる

3 属医色土砂理じる.
属医色土砂瞳i . ;I;!民連じる .
5 暗灰色土砂褐量生理じる.
6 暗匝色土砂多〈遅じり.硬い.
7 暗匝色土砂多縄銭混じり、硬い.

210 (26) 号住居跡
時期 3糊
位置 12E-76-6
理機 > 3 . OOm 
主軸方向 N-6 ・ -w

理さ O . , 8m 
床 面金体に敏弱で.凹凸がある.
柱 穴北側対角線ょに 2基.理さO.3-..0. 35m由主柱穴がある.

他lま;1;楓復か.
車 検出されず.

遺 物置土中から土師穆聾片. 特に儀向型企思われる聖あり .
9寄記・項甫圃半分を近世璃に剛られ. ，開滋.

くヲ o 0 

A 

P2 

図 27 . 奈良・平安時代の遺構 17
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208 (15) 号住居跡
時期 2期
位 置 12E-75-5
現檀 > 4 . 1 QX>4. 30m 
主軸方向 N-12 - -E  

理さ O . 33m 
庫 薗中失郵で少し硬〈、平坦.
柱 穴対角線上に4基、揮さO. 35....0 . 17m由主柱穴があり，ま

た壁際に壁柱穴がある.
竃 北豊中央に位置し、両袖がわずかに見える.

量 鞠置土ゆから土師穆杯・聾片、 彊車畢壷片、量量ー刀子.
特記事項中央部東西に中世溝.東側圭近世溝が走る.
圃 If 1 暗匝色主砂多 〈 理じる.

2 暗匝色土砂多〈理じり、粘買で硬い.
3 暗匝色砂黒色土少し理じる.
4 暗匝色土砂多〈理じる
5. ...色土砂韓土理じる.
6 属医色土砂・健主連じる.
7. ...色土砂樟土壇じり 、 粘置.
8 属医色土砂・鍵土理じる.
9 暗庇色土砂多〈理じる
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図 28 奈良・平安時代の遺構 18
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209 (25) 号住居跡
時期 2期
位置 12E-7.6 - 1' 6 

鰻檀 3 . 48x3. 82m 
主軸方向 N-6 ・ -E

理さ O . 21m 
床 面全体に少し直〈、平坦.
柱 穴対角・ょに 4革、 軍書O.4....0. 55m由主柱穴がある.
竃 北豊中失に位置し、 両輔が良〈積り、向"に構主筆積.

遺 物置土中から土師畢耳'!l片‘調車畢畳片.櫨石・軽石.

11 '" 暗匝色砂 .色土理じる.
2 暗匝色砂血色土少し理じる.
3 近年の掘り起こし.
4 暗匝色砂
5 暗匝色土韓土理じる.
6 憧土暗匝色土量じる.
7 鳳E色土焼土・匝理じる.
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図 29. 奈良・平安時代の遺構 19
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屋外力マド
時期 4期
位置 12E-64-18
規 檀奥行き，. 1 m . 幅 1 . 05m  
主軸方向 N- l04 ・ - E
軍さ O . 3-0. 6m  
遺 物土師畢停ー聖片

-11 

特肥事項カマド前面には床面、掴り込みが確認できなかった.

63号掘立柱建物跡
時 期 2期か
位 置 12E-64- 12
理棟世間) 桁行司間 (2 . 5m) 、 軍行 1 間 ( 2 . 3m) 
主軸方向 N -1 1 ・ - E
i!I!さ O . 34-0. 7m  
柱穴笹 O. 65-0. 7m  
遺 物特になし
特記$項
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P3 

図 30 奈良・平安時代の遺構 20
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j竺〆一:主主 f長編広三翠縄璽層調

Z王立を兵なごIJ二時空l
-革主主司

払トス今司
(LJ 電白調

64号掴立柱建物跡

可B.. 

可目
。

可。

旬

9d 

c 
P4 

+ 中世溝

時 期 2期か
位 置 12 E-64-24
規機{往聞} 桁行3 聞 ( 1 . 7m) ， 霊行 2間 ( 1 . 8m) 
主軸方向 N - 1S・ E 
書き O . 4.....0. 8m  
柱穴置 O. 5.....0. Bm  
遺 物特になし
特記事項 193号住居跡.中世溝によって 3基由柱穴を失う .
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図 31 奈良・平安時代の遺構 21
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65~66 号掘立柱建物跡 (西側から)

65号掘立柱建物跡
時 期、期か
位 置 1 2E-64-25
規檀{後間} 桁行4問 ( 1 . 75m) 、控行3間付 6ml 
主軸方向 N-l00・ -E
El さ O . 2.....0. 7m  
柱穴怪 Q . 6.....0. 9m  
遺 物特になし
特血事項東酬と南側に庇絵らしき柱穴がある.

66号掘立柱建物跡
時 期 2期か
也 置 12 E -64-25
揖槙(桧問} 桁行4 間 ( 2 . 25m) 、 軍行3 間 ( 2 . Om) 
主軸方向 N-95 ・ E 
揮さ O . 5.....0. 8m  
絵穴笹 O . 5-1. 05m 
遺 物特になし
特院事項目号掴立住建物跡の建て鎗えか.

65~69 号掘立柱建物跡空中写真
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66号掘立柱建物跡

函 33 . 奈良・平安時代の遺構 23
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67号掘立柱建物跡
時 期 21聞か
位置 12 E- 74-5
規観世間} 続行 2 /11(1 ， 50m) 、 建符2 間 ( 2 . 25m) 
主軸方向 N-54 - -W 
軍さ O . 3-1 ， Om
柱穴笹 0 . 6- 1 ， 05m 
遭 鞠特になし
特E事項柱穴が五角形に並び、どのような構造か不明.
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図 34 奈良・平安時代の遺構 24
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68号掴立柱建物跡
時 期 2期か
也 置 1 2E-74-5

珊檀(鐙問) 桁行2聞 ( 2 . OOm)、霊行2聞 ( 1 . 80m) 
主軸方向 N_2 D -w 
理さ O . 35-0. 7m  
柱穴桂 O . 75-0. 9m  
遺 鞠特になし
特".項西側の中間柱穴がな〈、こ由桁行が少し詰まる.
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図 35 . 奈良・平安時代の遺構 25
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69号掘立柱建物跡
時期 3期か
位置 12E-65-21
規績世間) 桁行3 聞(1 . 7-2. 1m). !t行 2聞 (1 . 2勾 1.1m) 
主軸方向 N-l 1 ・ -E
盟書 o . 2-0. 4m 
柱穴笹 o . 75--0. 9m 
遺 軸特にf，j:し
特Ii!'"項 197号住居跡に置なり . 裏側は江戸講に剛られる.
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70号掴立柱建物跡
時 期 4期か
位置 12E - 75-2 " 7
規檀(後間} 桁行3間 ( 1 . 9m) 、 軍特3 聞 ( 1 . 3m) 
主軸方向 N- 1 7 ・ -E
軍吉 O . 4......0. 75m 
柱穴笹 0 . 7......' . 2m  
遭 鞠北圃柱穴から土師畢片出土
特配事項酉個で199't住居跡に重怠り . 北側柱穴が布掴り状に2

基ずつ聾いで掴っている.
周 " , 暗匝色主 (砂が理じる}

2. aø:色土 (砂が理じる}
3 暗匝色之 (砂が多<iIじる1
4. a灰色土 (砂が多〈理じる}
5 暗匝色土 (禍色砂が多〈理じる}
6. ø:色砂 [属医色土が理じる}
7 暗匝色土 (禍色砂鳳匝色土がiIじる]
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71号姻立柱建物跡
時 期 2醐か
位置 12E-75-3-4

規壇世間) 桁行2間(( 2 . 5m) ‘ 量行2聞 (2 . 75m) 
主軸方向 N-4 ・ -w
理さ O . 4-0. 8m 
柱穴笹 O . 6""" . Om  
遺 物周辺から土師畢聖出土
特記事項輯絵直鞠跡と里われるが、 檀融の柱穴が重なり、柱並び

が不明.
圃 序 1 属色土 {砂が理じる)

2. ..匝色土 (砂副理じる]
3 属医色土 (砂が多〈理じる)
4 暗匝色土 (砂カ管理じる}
5 暗匝色主 (砂が多 〈 理じる}
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図 38 奈良・平安時代の遺構 28
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72号掘立柱建物跡
時 期 4期か
位置 1 2 E- 75 - 3
理檀{往間} 桁行2聞 ( 1 . 4m)、霊行2間 ( 1 . 8m) 
主軸方向 N-10 . -E  
理主 o . 45-0. 7m 
柱 穴桂 0 . 7-1 . 2m  
遺 物特になし
特E事項総柱建物跡と思われるが、柱聞が一定していない.

H 

圃 序 1 暗禍色土[絡作土)
2 暗匝色土 (砂摘録が理じる}
3 暗匝色土 (砂が多〈理じる)
4 暗匝色土 (砂がiIじる)
5 暗匝色砂
6 暗匝色紗 [属色土 得儀が理じる》
7 暗灰色砂 (黒色之が理じる)
8 暗匝色紗(属色土が理じり.硬い》
9 庇色砂
叩鳳色土(砂が理じる}
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エグラ フプ

P3 ..Q.... L-3.1Om 

o 1m 

臨ーーーーーー

図 39 奈良・平安時代の遺構 29

51 -



73 号掘立柱建物跡(南側から)

70-73 号掘立柱建物跡空中写真

-52 -
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73号掴立柱建物跡
時 期 4捌か
位置 1 2E-75-8
規檀(笹岡) 桁行5聞 (1 . 3m) 

!I行 2問。，-・2. 0m)
主軸方向 N-17 - -E  
理 さ O . 3-0. 6m 
柱穴笹 Q . 5-0. 9m 
遭 軸特に立し
MIIè司匹唖 202<t住居障に量なり.韓柱

直軸障と且われるが、 間北
で軸a・がずれる. 2鎌田可
能性も考えられる.

P17 

。 1 ( ) }す @ 

a 

P7 
) 

円

P15 P4 

F 

P5 

E 

P7 

o 1m 

73号姻立柱建物跡

図 40. 奈良・平安時代の遺構 30
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75号土坑
時期 1-2期
位置 12E-63-10

規穫 3. 3mx2. 75m 
主軸方向 N-1S " -E 
盟さ O. 7m 
遺 物土師器係・聖片銭町
特記移項住居跡由掴り込みに似る
層 際 1 暗灰色土 (砂木炭焼土禍鉄が理じり、粘買)

2 暗匝色土 (砂:I;!t!揖土禍鍛が理じる)

訪問
、主ノ 日q

@B 
警主rJ Cfj

建て

ノ 近世溝

83号土坑
時 期 4期か
位置 12E-63-20
理機 O . 78mxO. 67m 
主軸方向 N-56・ -E
軍さ O . 15m 
遺 物土師器lf
特記事項底一面に木俊砲が維積する
層 序 1 暗E色土
2. :1;1短 / 

甲山 ，.----

3 暗匝色土(砂木炭が理じる)
4 暗匝色主 (砂が理じる)
5 暗匝色土 (白色砂がiI.じる)
6 暗匝色土 (木俊が多〈、砂がiI.じる)
7 暗灰色土 (貧色砂がliじる)
8 暗匝色土 {砂木俊が理じり.堅い1
9 暗匹色土 {砂が多 〈 理じる}

側

i旬

E
8

同
」
」
叫

主LL-3. 30m

\~こ~ーノ \\~ 
77号土坑 o 1m 
時 期 1 期 一一一一一一一一

位置 12E-64 - 7
理機1. 47mX-m  
主軸方向 N-75 . -W  
理さ O . 1 5m 
遺 物土師器杯・聾片
特配車項皿状の揖り込みに慢土.
JI 事 1 晴匝色土

2 黒色土 (俊土・木置が理じる)図 41 奈良・平安時代の遺構 31
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78号土坑
時期 41111
位置 12 E -64-14
理機 1. 4mx 1. 05m 
主軸方向 N-20・ -E
揮さ O . 3m 
遺 物 土師畢杯・聖片

ぷ

~ .!!...L-3.:l>m 

く零~1 暗匝色主 (砂が多<.木俊粧が少し理じる〕
2 匝色土 {褐色砂が;Jlじる)
3 暗匝色砂 (暗褐色土.'管理じり、堅い)
4 暗匝色土 (砂が理じり‘堅い)
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d
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記

乃
時
位
盟
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軍
遺
特
屠

, 

近世清

....�..... L-3. ∞m 

82号土坑
時期 41111
位置 12E-75 - 1 3
理復 1 . 46m)( 1. 45m 
主軸方向 N -20・ E 
ili!さ O . 44m 
遺 物土師器杯
特記事項北側を江戸滑に削られる

奈良・平安時代の遺構 32
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、主字ナ一一

1 号奈良時代溝
時期 1 期
位置 12 E - 64- 1a- 23
規檀幅O . 65m. 長 23 . Om 
主軸方向 N-20-56 ・ E 
揮さ O . 2-0. 4m 
遺 物土師器量・係聾'1Ii
特肥事項畑跡を区画する調合、

11 客 1 暗灰色土 {砂が多<. *1健粒が少し理じる)
2. !K色土 [掴色砂副理 じる}
3 暗匝色砂 (晴褐色土が浬じり、堅い)

。

@ 

, 

D 

ス/

図 43 奈良・平安時代の遺構 33
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分岐する 1 ・ 2号奈良時代溝

1 号奈良時代溝の遺物出土状態

。

。

。

へ」へf

。0
o 0 

⑤ 

1 号奈良時代溝北部先端

zmw 

m

す

O

瞳

2

0

W

M

 

2
1
一
か

-
豊
・

片
溝

4

、
7

聖
代

嘗
丹

6
m
4
E

時

H
M

一
5
~
m

亦
良

相

E
8

2
毎
奈

時
期
2
0
-

師
号

釦
?
1

幅
N
O

土
1

岳
山
期置
横
向
さ
鞠
項

U
H

方

事

長
司
軸

E

2

時
位
規
主
深
過
敏
何

3号奈良時代溝の
遺物出土状態

3号奈良時代溝
時期 1 期
桂 置 12E-64-13
理機幅O . 63m、豊 6 . 6m 
主軸方向 N _ 4 0

-E 

理主 O . 2m 
遺 物土師畢壷
特毘事項姻跡を直面する3・

図 44. 奈良・平安時代の遺構 34

57 



三記-d- a

ムぐ〆λ

図 45 奈良・平安時
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同

. 土師器蔓

. 須恵器聾・瓶 5罰

代の遺構 35 (畑跡①) . 鉄製品・石製品
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12E-75-1 周辺の畑跡 レ 、官官や

ιλもc"
、1 \J〆
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図 46. 奈良・平安時



叫齢、 1 得 点

一一 ， ~~干\一、~τ込=グず

ιλV、も
、w

民
一町 、.'I.~.'\~品

ー< -ι，，-、可
、.，-

畑跡 12E-74-5 ・ 75-1 置土断面
11 '" 属医色土 (Bfi電車じる}
2 暗E色土 {砂b'多 〈 理じる1
3 ・E褐色土 [砂が多〈 量じる)
4 暗禍色砂
5 暗配色土 (砂が理じる)

ぬミff-τ~ ミ子F ...... 4 :::ç甲山、r
6. IJ(補色土 (砂が多〈理じる}

。 5 ・
代の遺構 36 (畑跡②)
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二
J

/
/
了
、
\
、

2 土師器坪
遺鞠番号制
ロ径 14. 8帽

"径 6 白調
.高 3. 8圃
色調 a褐色
銀成良
蛤土石美釜石組砂
肉薗舗網はご〈殉い

1 土師器杯
進鞠番号 86
口径 1 3 . 8c・
慮径 6. 2c・
審事 3 . ~酒
色調縄色
!I成良
胎主右築 JI石...

、\'- ~コグ
4 土師器坪
温絢番号邸
同区径 .. .，・
色聞縄色‘ー侮鳳色
俊成良
胎'"長石...妙

3 土師器杯
選術書骨 3 .34 
口径ロ&濁
"径 5. 4圃
・盲 3. "潤
色慣議縄色
焼成良
胎土鍋砂

\}ーー匡ブ

10伺

..褐色
良
砂多

間
威
主

色
蟻
胎

7 土師器費
量・細書骨 29 • 87 
口径 17 . 6圃
周径 16 . 6咽

。

5 土師器坪
遺物書骨骨 2 
IE径 6 臥潤
色闘褐色
焼成良
胎土石，座長石雲母

185 号住居跡①
奈良・平安時代の遺物 1
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図 47

6 土師器杯
選制.~ 74 
E圃酬色
成良

胎ゴk 石美砂



14 土師器聾
遺物書号 “ 48 
'"径 7 . 8明
色鋼 ..縄色

自 土師器聾
遺物書骨 29 • 32 
口径 14. 0冊
観径 13.9cm 
色調赤縄色
銚成良
胎土石3座長石，;1<"，，，，

焼成良
胎土砂

図 48

10 土師器費
遺物香号 78 
口径 20. &個
聞置 21. 6咽
色調禍色
焼成良
胎土砂

2 土師器蔓
遺物番号 38 
口径 18 伽潤
色翻褐色
錬成良
胎土砂長石

185 号住居跡②
奈良・平安時代の遺物 2
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。

9 土師器蔓
遺物番号 ω 
色簡略縄色
焼成良
胎土砂

11 土師器蔓
遺物書奇 67
口径 17 . 7c網
岡径 16.Ocm 
色調橿褐色
焼成良
胎土砂

13 土師器聾
遺物番号 79
'"径 7 . 3冊
色調褐色
俊成良
胎土砂

15 須恵器聾
遺物番号 53.71 
色調黒灰色
後成良
胎土石3座長石

10" 



16 須恵器蔓
遺物番号 16.25.39 ・ 46

色圃 E色 ・ 50 ・制
銭成良.!I!・
胎土石英・長石

色灰浪

値
底
面
石

川
日
向
長

1
1
 

f
e
-

恵
色
美

z
-

反
良
否

2--
歯
切網
威

主

7

遺
色
鍵
胎

185 号住居跡③
図 49目奈良・平安時代の遺物3

18 須恵器聾
遺物書号 28 ・ 31 ・ 84
色掴灰色
焼成良‘竪.
胎土・相官

o 10醐



20 須恵器瓶
遺絢香骨 繕
色調濠灰色
俊成良.墨・
胎土.色組石実

19 須恵器墾
温絢番号 ー箔
色鯛灰色
銚Jt Jl 竪・
船主属色勉

.降a砂
「一一ι一-， 22 陶片砥石
___  J iI_.~ 4 

ー← . 8. 4岨
帽 5. 5岨
厚1.2圃
策制須...片‘表面使用
色調灰色‘慶温健康
鍵Jt良.II!・R
胎土 II石少. . 

22 転用硯
温絢香号"
:5 8. 7鋼
・ 6. 5圃
厚 0. '圃
'"紺須恵審董片
色調暗灰色
鏡店l 1民.竪・a
S自主 .'" 

21 須恵器瓶
遭絢番号ー箔
色調暗灰色
銀成良、霊a
B・%砂高菜

185 号住居跡④

3 土師器杯
温鋤番号 8 .成良
色調明縄色 胎土石英長石砂

砂美
食
石

威
主

聾
鍵
飴

器
2
色

g
剛

岨
問

J
J毎
朝

1

香絢
網

2
 .. 色

5 須恵器蔓
遺絢香号 @ 銭高E 良
色調・灰色 胎土石美砂4 土師器費

遺物書骨 7 
色調明縄色
鏡店a 良
胎￡ 石英・砂

1 土師器重
量量制番毎 5 
ロ径 1 9 . 2c・
胴fI: 1 6 . 1圃
E寓縄色町糧縄色
威不良
胎土砂多

6 須恵器費
温鞠.'1 6 
色調暗灰色
鏡店震 良
胎主石美砂

186 号住居跡

3 土師器聾
遺物香号 4 

E圃褐色
成良
胎土砂

三苛
2 土師器蔓
温'白書毎 9 
口径 15. 3c・
色間稼縄色
焼成良
胎土砂

三三弓

4 土師器聾
遺物香骨 3 
色圃明褐色
娘Jt良
胎土砂

1 土師器杯
遺物書号 7 
口径 13. .冊
目E径 5 . ，胡

.寓 4. 0<潤
色鯛鳳縄色
焼成少し不良
胎主砂

10卿。
187 号住居跡

奈良・平安時代の遺物4
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14.0aI 
3.300 

.・色
良
砂 ー 赤色組

径
育
園
威
主

ロ
寝
色
銚
胎

2 土師器坪
遺物番号 9 . 17 
口径 14.bI 
81町 3. 1伺
色岡崎褐色
後成少し不良
胎土砂

5 土師器坪
i1l11a号 13
色鋼淡縄色、ー侮.
s・II II 
胎土砂.j<色絵

区一J

E三竺竺ヨ..-

7 土師器杯
温絢香骨 8 
庖径 7. 1銅
色調 着陸灰色
鏡店定 良
胎:t・砂

6 土師器停
遺物番号 29 
色周波縄色
告脅威 良
胎土砂・赤色敏
赤影

4 土師器杯
遺絢番骨 23 
色聞森縄色
調陸自食 良
胎土砂・...
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町
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暗
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・

働
問
成
主

9
温
色
機
胎

8 土師器聾
遺物a号ー橘
色関暗褐色
鰻固定 良
蛤土砂

10四

胎企・...
轟.'"

。188 号住居跡

奈良・平安時代の遺物 5
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雇主三7

ミ童彰 17杯遺物書奇 1 
ロ 11 .3C111

7. "" 
'高 3. .舗
色踊縄色。 肉薗鳳色
告脅威 良
胎土砂
外面全体になで麿き

土師器杯 、 ー一一 一一一=n
遺術書骨 15 附 L一一一一一 ーー----1.ーー一 一一ー一一一/1
口径 11. 6圃 \- -一一ーー一一十一ー一一一 --1/
底径 8 畑 、一一一一一--t-一一一一一//
曇;& ". 2冊 、一一一ー一七一一一一 / 
色調褐色見込み編色 、丈ぺ干「ーー+ー一一ーー-.-/J
銀成良 """どー」ーb---ーーー/
胎土砂白色絵
組刻 Jil薗「傭J . 見込み r.J

3 . 土師器坪
迫観寄号 18 
口径 11.&. 
.，径 7 倣淘
.高 4. 3帽
色調鳳縄色
焼成良
胎土砂

10冊

4 土師器杯
温梅醤奇問
色掴橿縄色
銭感良
胎土砂

「司
0
 

8
 

費
4

曙
l

胸
陶
酔
一

J
」
号
同
日
赤
血
砂

1

・
・

値
切
径
侵
網
威
主

6
遺
ロ
胴
色
鱒
胎

1 89 号住居跡①

奈良・平安時代の遺物6
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5 土師器費
遺物書号 @ 
口径 14 . 2園
周笹川恥.
色鴎暗赤縄色-a褐色
俊成良
胎土砂

図 52.



転用硯
温物番号 19 
長 1 4. 5咽
幅 1 1.4aI 
厚 o. .咽

-
願
書
翠

色
竪
畢

医
、
官
憲

渡
良
敏
須

翻
威
主
材

色
鍵
胎
鍵

仁二二コ 加
品

3

回
涜

E

量
材

n
-星
棄

石
い
抽
嗣

砥
E
F
9
4

物
9
遺
長
個

己
10 砥石
遺物番号 20 

4昼.. "・
幅 5 . .圃

厚 3 . 7明

E量 185. I a: 
無制砂岩
表面醸化儀付着 。 5四

189 号住居跡②

2 土師器坪
遺物番号 19 
色簡略褐色
焼成良
胎土砂

3 土師器鉢
逮絢書骨 .. 
色111 褐色
焼成良
胎土砂
表面スス付省

1 鰍土器鉢 守主主ー=守 一つヲ 4 土師器聾
蹄番号 1 .2 t .-ャー f'\/\L一一一一一一一一一一-1( 酬a-it 12. 14 
口径 19. 7側 町汁1 ¥ 一、 t 口径 1B. 7閣

ii ih色 I ' \\ー/~ 謹ず色
胎土砂 .8帥 , 190 号住居跡①

" ... 図 53. 奈良・平安時代の遺物7
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RユJ~斗3
1 土師器杯
遺物書号 2.3 
口径 1 2. 2c網
庖径 6 拍商
標高 4.5酬
色調赤縄色
俊成良
胎土砂多

、三二竺当'

2 土師器卸
温鞠番号 23 
口径 12. 8叩
庭径 6.5綱

審高 3. 8棚
色綱渡偶色
焼成良
胎土砂

3 土師器高台付杯
遺鞠番号 7 

4 土師器杯
遺物番号 11 
色簡黒色

底径 6. 6冊
色調淡褐色、表面.金
銭Jt良
胎土砂

練馬E 少し不良
胎土砂

6 土師器甑

191 号住居跡①

遺物香号 B . 16-21 
口径 28. ocm 
聞径 23 . 7明
色調赤褐色
焼成良
胎主砂

5 土師器小鉢
遺物香号 10 

E' 開店主 良
胎土砂

190 号住居跡②

)m#F，-， て
5 土師器聾
遺物番号 27
口径 16.2個
色.. i惨禍色
焼成良
胎土砂白色絵

一二三フー一一

ジ2?っ

¥ 

〆r

図 54 . 奈良・平安時代の遺物 8
。 10胴
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7 嬬焼土器費
遺檎司書奇 5 • 24 
色銅鳳灰褐色
織成 a 
胎土砂多ー白色敏

j 

B 須恵器蔓
遺絢香骨 22 
色鋼電灰色
鏡店E 良、霊.
胎土砂・...鳳色組

11 土師器聾
遺物番毎 4 .28 
色踊淡縄色
俊民l a 
胎土石J>..，右...多

191 号住居跡②

1 土師器停
遺物書骨 13 • 21 .23.38 
色圃褐色赤影
後成良
胎土砂

192 号住居跡①

i;l 
9 須恵器聾
遺鞠番号 @ 

島間暗灰色
成良、竪鎗
胎主長石棺

。

図 55 . 奈良・平安時代の遺物 9
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10 須恵器蔓
遺術書骨 6 
色調波灰色
鎗成良‘堅.. 
胎主組密

12 嬬焼土器蔓
遺物書号 15 
色調晴赤褐色
焼成良
胎土砂白色絵

可たメク
2 土師器杯
遺物書骨 35 
口径 7. ，明
色欄鳳色. -.縄色
鎗成良
胎土砂

" .. 



J 

9三7二7主主三三歩

3 土師器杯
通網番号 16-19 
ロ笹川 20・
2・高 5. 3個
色副議褐色
焼成良
胎土砂

-ーー"・ーー・-・ー旬同園

4 土師器杯
遺物書骨 14. 15 
口径 14. 3岨
穂高 2. 2繍
色間漉褐色
機成良
胎土砂
IEtI繊刻 r- J

己主ず

6 土師器停
温物番骨 19 
口径 1 1.&・
e径 5 . 5岨
審有 4. '"調
色調演得色
鍵Jl良
幽土 砂

192 号住居跡②

図 56 奈良・平安時代の遺物 10
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"，I:~I;~# 
5 土師器杯
遺細書~ ., 
口径 12. 4c・
g高 3.8佃
色調褐色
焼成良
胎土 砂
体...r削』‘ロ.タール

一一ーー調，..，:...;3-
0=-/ 

O 
K 

土師器亦
番号 34 

8. 7帽
4 . 5冊
3 . 4明
淡縄色
II 
砂

肉面タール付着.

10舗



=三三三と--三;::./

土師器坪
番号 32

径 12.3圃
径 6. ，冊
高 J.6圃
碕波褐色

良
砂

録肉薗タ ル少し付省

9 土師器杯
遺物番号 8 
口径 14. 2c・
，.径 8. 7c・
暑高 4.7畑
色飼褐色肉面.色
銚成良
飴土 砂

/一一~\

~ー/

10 土師器杯
遺物番骨 8 ・ 10
口径 1 5 . 7c・
.径 9 . 0明
書高 5. 2圃
色調鳳縄色肉面.色
媛属貧 血
胎土砂

、三迂二ニグ'
11 土師器坪
遺物書号 J6 
，.径 6 倣湖
色調褐色
興隆慮 良
胎土砂
史込み舗網 rXJ 

色鳳色縄暗
良
砂

1 0聞

回
威
主

色
鍵
胎

12 土師器費
遭術書号 3 .39.ω 
口径 1 2. 9c・
鵬径 13 . 2c欄

。

192 号住居跡③
奈良・平安時代の遺物 11
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13 土師器聾
遺物番号 g 
口径 12.7m 
周径 12.7鋼
JIl径 6 . 5醐
穆高 10. 6銅
色調赤縄色
俊民農 良
胎土砂赤色組

14 土師器費
遺絢番骨 2 . 4 . 6 • 1 
口径 16.5an . 24 . 2沼

周径 16 . 5c・
庖径 8 . 0個
.高 17 . ..冊

色簡略赤禍色
焼成良
胎土砂白色組

ーコ
図 58

介1ー ベ

16 土師器蔓
遺物香号 11 
口径 18. 10網
色調赤褐色
機'"良

ー 胎主砂 192 号住居跡④
奈良・平安時代の遺物 12

73 

〆，

5 土師器蔓
遺物番号 8 ・ 9
口径 15.3cm 
廟径 17 . 9鋼

E閤柿色
阿佐 良
胎土砂

。

17 土師器鉢
遺物番号 17 
色鋼褐色‘ fIII属色
俊成良
胎土砂白色組

10 .. 



一)

20 土師器甑
温格番号 30 • 31 
慮径 9. 7圃
色腐赤褐色ー鯛.色
健康良
鰍土砂
"銅5 点!I<孔

一ど/

一

18 土師器蔓
遺細書<t 1 
周径 18 . 9-・
庖径 9. .個
色調縄色
鎗成良
胎土砂

9 土師器蔓
遺細書奇 5.7.8.20.26.29 
鯛径鈎 1岨
.，量 B. 5<淘
色聞 i1<禍色
OIht il 
胎土砂

グ

192 号住居跡⑤
図 59. 奈良・平安時代の遺物 13
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cft. -

ぺ

21 須恵器聾
a・.号 12
色鋼灰色

機成 E・
胎土 II右組鳳色組
内面中央.耗

図 60 奈良・平安時代の遺物 14
。
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22 須恵器瓶
遺物番骨 37
色調灰色、緑灰色"
鎗成堅・
胎士官

" .. i 



9 須恵器費
酒量納骨骨 9 
色調灰色
銭高覧 良
胎土.砂

1 土師器杯
遺鋤番号 S 
色調波褐色
銭関1 11 
始土砂

3 土師器杯
遺物番号 4 
色間縄色、 内面鳳色
銭信食 居住
胎'"砂

a凪
4 土師器杯
遺鋤書号 " 
色閤.縄色
線局健 康
胎土砂

193 号住居跡

B 煽焼土器聾
遺鋤番号 e 
色調略事褐色
.. 戚良
幽土砂

2 土師器台付録
温細書号 t 
車径 . • ，圃
色網縄色肉薗鳳色
銭高位 良
胎土砂

194号住居跡

図 61 奈良・平安時代の遺物 15

5 土師器聾
遺鞠..... 13 
色簡 .褐色
銭感良
胎企砂

6 須恵器費
量E術書骨"
色"原縄色
鍵周貧 血

胎'"・

7 煩焼土器費
遺物番号フ
色調鳳褐色
織成虫
胎土砂・石英

10 須恵器聾
遺物番号 8 
色調灰色
畿銀良
胎土砂

。

w'  

3 土師器蔓
遺物a<t 7 
色調縄色
鏡店定 良
飴土砂

" ... 



土師器杯
番号 3 

径 1 2.7聞
径 5.8閣
高.. ，田

翻黒褐色
成少し不良
土 砂
面ロ緑タール付着

句"ーモ

F 
..  〆

E可

、、F 喝6 

I , 

、 ゐ

\\;雫よ.ピ f ・L
Jii主'" 

一一、、、

¥ 
、

ノ

13.4αm 
6.1畑. .舗
iI<縄色
良
砂

優
佳
高
調
成
土

ロ
庖
墨
色
犠
胎

3 土師器坪
遺物番号 4 
口径 15. 6c澗
JI:径 7. .掴

.高 6. 7.掴
色餌暗赤縄色
焼成皐
胎土砂

4 須恵器蔓
遺物書号 1 

い 色間灰色、表面鳳灰色
練局震 堅績
胎土'"

10凹

\
ノ
百

一戸
m
m耐2

一

一プ

)
一一
三一回
号
山
一
山
川
一
四

一一

f

に
三

日制
径
量
一

。

。
乞三2
6 碁石 (白石)鎌

パ
抽
加
句

鉄
軒
1
0
6

物
E

さ
量

5
遣
制
厚
重

195号住居跡

奈良・平安時代の遺物 16
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、、

4 . 土師器甑
遺物醤毎 29.30 
色鋼暗赤縄色
焼成良
胎土砂坪付ム

ロ
高
錯

t

曙
m
h叩

ゴ
且1

・
・
5

4
」
畳
宵

色
情
径
簡
成
土

2
.温
鹿
色
鏡
胎

台高
m
l

・

珊
A
M
h
m

却
制
川66
崎
白
書

物
侵
径
高
調
成
土

1
遺
ロ
庖
鍵
色
鍵
胎

r講師噌官叩同官、

・・・町 5 須恵器聾
遺物書骨 10 
色鯛灰色
焼成里織
胎土曹長石

③ 

波縄色
良
細砂

5倒

掴
威
主

色
鎗
胎

9 土鍾
遺物書号 8 
径1. 3咽

長さ 5. "構
軍量 9. 9 a 
o 

7 須恵器蔓
温鞠番号ね
色翻暗灰色
告脅威 霊像
胎主密. A石

8 須恵器聾
遺物書号 17.32 
色調噌灰色
鎗Jl竪・
胎主密. 緑色絵

10舗

././ 6 . 須恵器聾
~ ノ/ 週柚.号 1 

ベタ:;.. ~ 色翻灰色
~ 鎗i成霊・R

胎土相官

。196号住居跡

奈良・平安時代の遺物 17
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土師器杯
遺物書号 4 
色調暗褐色
犠成良
魁土砂
慮錦織刻 rXJ

2 土師器卸
遺物.号 6 
色鋼濠縄色
倹It Il 
胎土砂

3 須恵器蓋
遭術書号 11 
色聞漫灰色
鰻成良好
胎ま砂

5 . 須恵器建
造物番号 8 ・ ro
色調淡灰色
g隆康畳・
幽主長石

費時
5
h
m

j

号
7

暗
良
砂

1

書物
笹
聞
威
主

4
遺
庫
色
鑓
他
E

J
d
 

197号住居跡

3 土師器高台付杯
通倫書号 t 
口径 18. (k凋
ra径 7 . 2c.

4・高 6. .帽
色簡略褐色
銀成少し不良
胎土砂

ム」一主

1 土師器高台付停
遺物番号 2 
口径 104. 8岨
11ft 6 駄凋

鍵高 5. 6咽

色圃褐色‘肉薗a色
調陸自主 良
胎土砂

'0網。198 号住居跡

奈良・平安時代の遺物 18
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2 土師器坪
遺物香骨 6 
色周波赤褐色
鰻威良
胎土・砂

1 土師器杯
遺物11'1 ー指
色鋼褐色
鎗成良
胎主砂

199 号住居跡

こ:可

3 土師器亦
遺物番毎 29
口径 13 . 3c・

a・. 3. 41:・
色調波禍色. 肉薗法務褐色
鎗成血
胎土砂

2 土師器杯
遺物書号 24 
口径 14. 2c・
11高3. 1個
色綱渡縄色
焼成良
胎土砂

曙
何
回
M
m

-

号
"
3
渡
良
砂

1

・
'

幽
明
盈
震
直
樹d思
土

遺
ロ
曇
色
後
除

ー

6 土師器杯
遺物書号 ー鰭
色悶波褐色
焼成良
胎土砂

7 土師器杯
遺物番号ー箔
色綱渡褐色
調鹿周1 II 
胎土砂

8 土師器坪
温鋤ヨ1'1 -鱈
色周波褐色
鏡店主 良
胎土砂

" .. 

5 須恵器事干
遺物書骨ね 47
口径 11. 6c綱
110侵 8 . 11<調
書高 4 . 0帽
色簡略灰色

111. 霊・・胎主砂鏡石

4 土師器坪
遺物書号 26 ・ 21
口径 13. 8帽
.径 10. 6aI
g高 2. 8咽
色圃褐色.赤忠
告構成 良
胎土砂

9 土師器杯
遺物番号ー錨
色間赤褐色
焼成良
胎土砂

。

200 号住居跡①
奈良・平安時代の遺物 19
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11 須恵器遭
遇鞠番骨 55 
色調淡灰色
倹底堅織

始土密

12 須恵器聾
遺裕司島号 54 
色綱渡灰色
俊成霊・
胎主密

13 須恵器蔓
遺物番号 41 .42 
口径 26 . 2銅
色調晴育灰色
焼成霊織
飴土密

図 66 奈良・平安時代の遺物 20 200 号住居跡② 。
-81 -

、
、

10 土師器聾
遭絢番号 2 
口径 2U)o:潤
色濁稼褐色
俊民健 良
胎土砂

10伽



1 土師器杯
遺物番脅 21
色劃領褐色
俊成良
胎土密

2 土師器杯
遺物香奇 7 

E・柿色
成良
胎土砂

7 須恵器瓶
遺物喬号ー婿
色間灰色
焼成堅.
胎土繍砂

3 土師器亦
遺物番号 22 
色間浪禍色
焼成良
胎主@

邑a・・・・E

三二主ゴ
4 . 灰軸陶器杯

口口

6 土師器翌
週絢番号 8 
色調赤褐色
健康良
胎土砂

。

自砥石
i皐絢香号 2 
.. 7. 3咽
舗 5 . 4閣
厚1.6個

2・畳 140. 0&
禽材....省

B 軽石
遺絢番号 32
長 13. 5冊
幅 10 . 3棚
庫 1 . 1伺
.量 165. 5a 

図 67. 奈良・平安時代の遺物 21 201 号住居跡
。
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2 土師器杯
遺物喬号 J8 
色調崎縄色
続成良
胎土砂

、\\主主空空ヲヅノ

1 土師器杯
遺物喬号 31 ・ 35
ロ径 16 . 20・
色調鳳禍色
鍵成良
給土砂三手Jン

二三7
4 土師器杯

3 土師器卸
遺物番毎 37 
色副議褐色
鍍fI;良
胎土砂
$1陣織刻「中j

五士三±グ'

/
￠
 

¥ 

三グミ三三ま三
7 土師器杯
2柑号?
径 8. .帽

色銅漫禍色、肉面崎褐色
告完成 良
胎土砂
Il飾線刻銀成前 rO J

クグ一下\
と←- .~Vヲ =弘暢詰却F空管F 

kdグ 臨 8."" \ノ必ノ 色副暗褐色
l司' 焼成良

区二二二三〆 胎土砂
見込み舗網鍵成前 r+J
見込みタール付婿

主盟・・

11 土師器坪
遺物香号 指
色調暗褐色
俊成良
胎土砂

。

d 

どグ
、

、、

土師器杯
鞠番号附
侵 12.9明
径 8 . ，叩

高 .... ョ
闘相色.肉面罵褐色
成良
土砂

12 土師器坪
遺鞠番号 " 
色調暗縄色
焼成良
胎主砂

8 . 土師器坪
遭鞠番骨 繕
色劉崎褐色
焼成良
胎土砂

13 須恵器盤
遺物書骨 27 
色調略灰色
銚成堅鎗
胎土密

0 土師器杯
遺物書勾 .. 
口径 1 2 . 7，閣

ー一一 一-1/ 慮倭 7. 3冊
ーーー -...，'J 穆高 '.3m 
-./J 色鯛縄色~崎褐色 一

鑓11.良
胎土砂
肉薗'"化納付着

9 土師器坪
温物番号 箔
E調縄色
成良
胎土砂

10伽。

202 号住居跡①奈良・平安時代の遺物 22
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/ 
.' -
・1

良
砂

慮
土
鱒
胎

聾器
包
色

師

褐

1

且Z

1

・
・

物
園

7

・
草
色

18 土師器建
造物書号 福 銭高食良
色圃暗褐色 胎土砂

5 土師器聾
漬物番号 e 
口径 . • ... 
色調褐色町鐙褐色
娘rI.良
胎土砂

19 土師器蔓
温術書骨一緒 焼成農
色簡略赤褐色 胎主砂16 土師器聾

遺物書毎日
色調赤縄色
焼成良
胎土砂

4三三益。
20 土師器聾
温絢.~ー鋸
色関崎縄色
幾歳良
胎土砂

22 土師舞杯
通物番毎ー錯
色鋼・縄色
般歳少し不良
II!土砂

21 土師器聾
遺物番号 繕
色調 a褐色
娘慮良
胎土砂

4 転用硯
遭絢書骨 29 . 36 
口径 14. (k潤
橿高 2. "・ {慎み欠鍋〉
色調灰色
銭rI.竪・
2土奮闘
何須..蓋

24 土師器聾
漬物書奇 3 
色調鳳褐色
鎗成良
輸+砂

27 須恵器聾
遺絢香骨 26 
色飼灰色
鍵rI. ..  
胎企膏

10聞。

26 須恵器費
遁絢書号 30 
色間灰色
錬成霊殿
胎之官

23 土師器建
造舗番号ー箔
色..借縄色
焼成良
胎土@

25 須恵器瓶
遇制番号 42 
色銅灰色
銚成竪総
胎土相官

•• 38.411 
薫柑.... 
漫画磁化儀付.

5・

29 砥石
遺物書号制
長 5 倣濁
幅 3 泳湖

" 2. 8岨
。

ζコ
202 号住居跡②
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4 土師器亦
遺物番号 6 
色翻波褐色
調隆成 良
胎土砂

転用硯
寄号 39 ・ 40

13. 8咽

2. '"珊(鏑み欠樋〉
灰色
塁線
砂・長石
須恵審査

ごι三プ

心57?:
¥ ,,/. --~芸喜三2己?吾三量差至W/

百叫二ミ亡 、一一ー干~ー=二一----- 1 . 土師器杯
l 遺物番奇 5 -33 

口径 17. 5G剛
容高 3.... 
色簡略縄色句集色
銀成良
胎土砂
外商2箇断線刻 rXJ

、

、

、

ﾗ 

ふて
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9 . 土師器蔓
遺物番号 11 .21 . 22 ・ 36
口径 17. 4c繍
観径 20 仇湖
色簡略券縄色
焼成良
胎土砂

司町
B 須恵器杯
遺物書骨 揺
色聞暗灰色
焼成良
胎土長石

7 灰紬陶器壷
遺物番号 笛
色調灰色
焼成墨織
胎土密

10開。
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1 3 . 須恵器聾
遺鞠書骨 26
色闘灰色
焼成竪繍
胎z l!! 

聾器
川
直
色
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む
且
Z

竪
密

書
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物
閤
成
主

2

温
色
犠
胎

11 土師器蔓
遭絢書。 27
口径 23. ..岨
2調醐ト酬色

同1 1陸
胎主砂石3座長石...

、ミ》\子1Jテふー

1 二三'? 3all!詩型
ミーーノ 色鋼灰色

媛成盤・R
'"主l!! . ll石

1 土師器高台付杯
遺物番号 16 
口径 12.&. 
.11 8 取温
審高 4 叡温
色聞暗赤縄色‘ 肉商鳳色
犠成良
胎土砂

1. 
203 号住居跡②

。
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2 土師器杯
遺鋤番号幻 色園
口径 1 2. 8圃 銚成
.笹 8. .帽胎主
・a 3. 7.閣
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5 土師器聾
遺物番骨 27

sm 酬色
感良
胎土砂

6 土師器聾
造物番号 35 
色白波褐色
焼成良
胎土砂長石 ー ...

一一

7 土師器聾
遺物書骨 23 ・ 28 . 30 ・ 31
il径 7 . 4棚
色調鳳色‘内面暗縄色
焼成良
胎土砂

1, 4 土師器蔓
遺物番骨 7.8 
口径 21. 0帽
周ff 22. 5咽
色鯛赤褐色白黒色
焼成良
胎企砂

9 須恵器費
遺物番号お
色鍋暗灰色
焼成堅健
胎土 相官.右，座長石

別
11 鉄釘
遺物番号 錆
暢 2. ~調

，.さ o."'" 
獲さ 3.2側
室量 8 ， 3 ，

む
12 鉄釘
遺物番号 揺
僧 0.5叩
厚さ 0. 5棚
長さ 2 . 5舗
貧量 3.2 a 
。

J 行列1
¥ -0 

10 土玉
遺物書<J 20 
径 2. .咽

Aさ 2. "・
重量 1 9 . 3B 

色禍
a
a砂

周
威
土

色
鎗
胎

, , 

B 灰紬陶器瓶
遺物香骨 29 
廟径 2 1. 4咽

底径 19 . 5帽

zm 灰色、蹴拍
" Ola 胎主宮、長石黒色組

5司
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1 土師器杯
遺物lO号 6 
口径 1 2 . 1 c・
鹿径 5. '"湿
器高 4 . 1閣

3 土師器杯
遺物.号 ー錆
E圃褐色

白健 良
胎土砂

色調暗禍色肉萄鳳色
焼成良
胎土 砂

Î-,J 

、、

6 土師器賓
遁術書号 4 
ロfI 1 6. 2圃
色闘鳳禍色
銀成少し不良
飴土砂

。

f' 2 土師器坪
遺物香号 5 
III径 7 . 8鋼
色調暗赤褐色 肉面黒色

健Iit '" 胎土 砂

9 須恵器蔓
遺絢番奇 20 
色調灰色
健康堅値

胎土 曹

図 73 奈良・平安時代の遺物 27 205 号住居跡①
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4 土師器費
途鋤香毎 3 
ロ径 12. 8c・
色調崎褐色句黒褐色
織成良
胎企砂

5 土師器蔓
遺納骨号 2 
口径 16. 2c・
色間赤禍色-&褐色
俊民健 良
胎土砂

7 土師器蔓
遺物番号 14 
色聞暗赤褐色
銭高l '" 
飴土砂

8 土師器賓
遺物番号 18 
色胸鳳褐色
鎗Iit良
胎コt 砂
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1 土師器跨
遺物書号ー錆
色調暗縄色
錬成良
蛤土砂

4 土師器聾
遺物書号 3 
色調暗褐色
焼成良
飴土 砂

F プも
f いJ . 

.1日、~，
- Q' 

............... Q-, 

205 号住居跡②

2 土師器亦
遺物書号ー箔

員網酬色
町舞 良
胎土砂

11 砥石
遺物書骨 " 
・ 8. ，咽
緬 5.2圃

厚 5. lc・
.量 404.71
.純砂岩

o 
t 

o.・』

5 土師器裏
遺物書号 ? 
色調崎褐色

" 鏡店震 直
胎土砂

6 土師器聾
週細書骨 " 
色綱渡縄色
銀成良
胎土砂

206 号住居跡

1 土師器保
遺物番号一倍 焼成良
色調縄色 胎土砂

3 土師器杯
遺物嘗号 揺
色周濠褐色
焼成良
胎土砂

5 須恵器重量
遺物書毎 3' 4 
口径 18. 7釧

~一ー勺 .婿高 3. 50司

-==当」一一\ 認 ES
J..c=士二ニア二=斗F一一一一一一一\子\ 胎土 "'.A右

」二二二工三二二ユ二ミお 207 号住居跡
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2 土師器坪
;a暢書号 指 機成良
色鯛慣褐色 胎土砂

4 土師器杯
造物.号 , 
色調褐色
焼成良
胎:t砂

6 土師器聾
遺物書奇一緒
色揖鳳縄色
調車$. II 
胎ニt 砂
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て三一L三芳2 土師器盤
1 土師器坪
遺絢香号 31 .32 
鹿11 7 . 2閣
色寓赤褐色
俵慮良
胎土砂
降錦.. r.玉'J

3 須恵器杯
遺梅醤号 指
色調灰色
織成霊・
胎主 S盤石

4 土師器費
量.術書号 12 
口径 16. 0aI 
色鯛梅色-A褐色
娘成良
胎土砂

、、

6 土師器聾
遺鋤番毎日
口径 21. 6c・
色調 g惨禍色~崎褐色
銭両貧 血
胎土砂

ζ二コ
208 号住居跡①
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5 土師器費
遺物書骨 23.2. 
口径 16. 1圃
色" ・縄色-風色
媛".良
蛤土砂

10 .. 

7 砥石
遺物書号 22 
長 5. 3棚
網 6 . 7欄
厚 2 . 1閣
.量四 1.
g際紛砂岩
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11 鉄鉱
遺物書号 17 
• 6. 7冊

帽 3."" 
IJ 1. 0aI 
z・ 29. 4a 

。 t

、、

208 号住居跡②
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9 須恵器聾
遺掬.... 1'6 ・ 18
色調灰色ー・色
銚Il良
II!土砂

10 須恵器翌
週絢番号 21 ・ 29.30.33
色調灰色

, ， 鍵Il !I'・
胎土奮
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4 土師器杯
遺物番号 Z 
色間演褐色
鎌店主 良
胎土砂

3 土師器卸
遺物番号 21 
口径 11.8an 
庖径 8 仇澗
標高 3.7畑
色細波褐色 肉薗暗偶色
機成良
胎土砂=-J 

焼成良
胎土砂

5 土師器坪
遺物番骨 , .4 
底径 7.B冊
色調黒褐色

、三正主二才色-m 
面肉

、
色
き
禍
摩
赤
良
砂
で•• 

個
威
主
面

色
後
胎
外

2 土師器坪
遺物書尋 問
口径 14 . 4掴
摩径 8 . 8冊
標高 6.3舗

命
にご二二二:Y'

6 土師器杯
遺物香毎回
庖径 7.2個
色調赤縄色
織成良
胎土砂

戸~官官~ ←一一一一一一二二二=士三三手ワ

、 一一一一一一ー一-j //7 土師器蔓
1 ーて τ一一士ごf吉明 1 f f 遺物番号 22 
f / / IYそヘιn て寸 II 口径 18.畑
/ 川 r ¥ \\\\ベ、トー一一 一一一一一→一一一入\ 色聞 褐色
/ / /¥ l\\\ドーー \〈\ 師良

/ ベ\引に I Lj  \け土砂

1 土師器坪
遺物書骨 16 
口径 1 2.7鋼
需高 ' . 0咽
色調演褐色
焼成良
胎土 砂
慮錦織綱 r T J 

L1 
11 軽石
遺物書骨 括

11 3 ‘咽
幅 3 . 3鋼
庫 2 . 8叩
重畳 9.7 g 

9 土師器蔓
遺物書号 15 
色調褐色
鎗成 良
胎土砂

B 土師器費
遺物番号 5 
色調暗赤褐色
機成良
胎土砂

1. 8αR 
55.2 g 
石英

5~ 
f 

E

量
“何

日
重
禽

1 2 燈石
遺物番号 19 
• 6， 9曲
帽 '. 1四

。
亡ユ10 須恵器聾

鵠喬L9 225・ 209 号住居跡
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1 土師器聾
遺鋤番号 13 , 15 
口径 18 邸調
周径 18. 8個
色調 温健康褐色
調隆成 良
胎土密
束・&か

ç:::::.コ'"
2 緑軸陶器段皿
遺絢番骨ー指
色掴灰色‘録医拍
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4 土師器聾
遺輸番号 14 
色網赤禍色
蟻成良
飴土砂多

210 号住居跡

4 須恵器杯
造物書骨ー繕
色銅灰色
鏡店t 1l 
幽土砂風色絵

3 . 土師器亦
遺物.~一指 鍵虚血
色調濃縮色 a・:t砂

2 土師器杯
漬物書号 循
色翻昆褐色
錬成良
給土砂

1 土師器坪
遭繍.~一億
色闘 ・S事縄色、 肉函鳳色
銭高t Il 
胎:t砂

6 土師器遭
遇銅書号ー指
量調泰緬色
成良
胎土砂

5 土師器台付杯
遺物番。ー情
色調褐色
犠成良
胎土砂

7 土師器甑
遺鞠.4 1-3 
色闘鳳褐色ー晴褐色
焼成良
胎土砂
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3 土師器保
遺物書号 24 
IE径 7 . 6銅
色鯛縄色
銀成良
胎土砂2 土師器坪

遺物番号 16.23 
口径 1 1. 5α・
IE径 6. 8冊
棒高 3. 8明
色聞 績格色
焼成良
胎土砂
ロ緑卸タール付着
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4 土師器坪
温鞠香号 18 
IE径 8. '"潤
色簡漉褐色
俊成良
胎土砂

1 土師器高坪
遺物番号 15 
口径 13.2cm 
色聞漉縄色、赤彩
娘成良
胎土 笹
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脚!l! 3 孔
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75 号土坑②

9 土師器蔓
遺物香号 " 
色調 a惨事.色
鍵慮良
胎土 砂

10 須恵器費
量物番号 箔
色飼灰褐色
俊成良
胎土 石英:&:0...

1 須恵器聾
遺物書骨 、 犠威聾組
色筒灰色 '自主曾

1 土師器台付坪
遺徳醤骨 2 焼成良
色鋼褐色 他企・砂

1 土師器杯

司IIÞ.・園田'
2 土師器聾

2 須恵器蔓
遺物書句 1 • 3 鍵成 E・
色鯛灰色 胎土密

2 土師器聾
遺物書号 t 鏡店E 少し不良
色鶴晴樹・色 胎土砂
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色調灰色
俊民健堅・
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軍手デ
1 土師器杯
遭絢番号 1 
口径 12. 6叩

伊褐色
成良
胎土砂80 号土坑

3 軽石
遺物書号 41
:& 8.4冊
帽 5 . 9輔
自J 3.6個
室 26.711
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t 
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土師器符
号 18 . 19 
15.3cII 
3. ，圃
橿褐色
良
砂

4 土師器坪
遺物番号 13-16 
口径 14. 4咽
11高 3.2醐
色掴話帳縄色 赤第
焼成良
胎土砂少
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ミ込J重量襲安
2 土師器坪
温絢.~ 30.31 
ロ ff 15. 3個

建):ð

マ

寝高 3. 2舗
色綱譲縄色
鍵成良

盟主臥膏
込み線網 r,fiJ 

3 土師器卸
遺物書号 15 
色信網色赤影
焼成良
胎土砂
肉高繊刻「対」

又ミ孟手主主三グ
土師器坪
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8 土師器杯
遺物書脅 鑓
色調褐色
媛慮良
胎土砂
庖侮量書 r口口』

7 土師器杯
遺鞠番奇 17 
口径 10. 4c・

一一一一一一一一』 胆 6. 4帽
巨ニヨ聖E一一ー〆イ司・・・... ・rJ 審高 3. 1舗
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9 土師器杯
遺物司書奇 25 
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銭感良
胎土砂11 土師器杯
遺絢番号ー箔
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焼成良
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, , 

曙
引
相h
山
町
多

が
柄
引3S
F塁
。

同
川
い

一 14 土師器蔓
遺物番号 32.33.35 
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� 15 土師器聾

遺物書号 34 
口径 22 . 0鋼

、、 色聞務褐色.肉萄褐色
焼成良
110土砂

16 土師器聾
遺物番号 21 
色網時褐色
焼成良
胎土砂

司.，
17 土師器聾
遺物香骨 8 
色圃褐色
銭感良
胎二主砂

18 土師器蔓
造物書骨 21 
色調暗縄色
.成農
胎土砂

, ，、
I , 

J 

-ー~、ーも

20. 土師器聾
通絢番号 21 ・ 23
.，・ 1 2. 4c・
色聞暗褐色-a色
俊成良
胎土砂

「\

19 土師器蔓
遺物番号 9 
底径 9.5cm 
色鋼褐色
後成良
胎土砂

1 

22 土師器聾
遺物書号 g 
色筒褐色-a色
鏡店t II 
110'" 砂 ー 白色馳21 土師器聾

遺物番号 21
色鋼崎縄色
鍵同定 良
110主砂
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23 土師器甑
遺物番骨 9 • 10 
口径 28. 6冊
色翻赤禍色
健成良
胎土砂, , 
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口径 JO, ""  
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3 土師器卸
幽土地 12E-64-6 
遺物.-11 6.9 
口径 11. 2c・
色.. ..褐色
自権威 良
'自主細砂
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幽主権 12E-J5-3 
遺物番骨 繕
色調 ・・縄色
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1 緑紬陶器査
出土絶 12Eー“-13
遺物番号 3 
色調健褐色
鍵高度 良
飴土密

"
b
J
 

波褐色
良
砂 ー 赤色絵

調
威
主

色
鏡
胎

6 土師器卸
幽土地 12E -64一拍
遭絢香号 11 • 13 
口径 l04 . 3c・
穂高 3 . 3咽

調鹿成 良
胎主砂
組綱肉面「司FJ r + J て

色縄
良
砂

鋼
威
土

色
鍵
胎

11 土師器卸
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温絢香号 1 

第赤色
紗
網
島
組

鯛
威
主

色
鰻
胎

18 土師器杯
出土地 12E-65・21
遺物a" 一箔

S
 

S際色
砂
縄
自
民
・

関
威
主

色
焼
箇

17 土師器杯
出土地 12E-75-2 
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26 土師器高台付坪
出土雄 12E -64ザ23
遺物番奇 1 
庖径 7. 2明
色四階褐色
焼成良
胎土砂
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25 土師器坪
幽土地 12E-15---IO 
遺物香号 t 
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焼成良
胎土砂
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29 土師器釜摘部
出土地 12E-6岳23

書物香骨 格
径 3.0咽
色調褐色
鍵成良
胎土砂司.
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28 灰軸陶器皿
出土地 12.E-63-14 
遺物書号 2 
庖径 6. 4叩
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27 土師器高杯脚部
出土地 12e-64-25 
遺物番号 9 
胸径 3.6冊
色間決禍色
焼成良
胎主砂

32 土師器聾
出土働 12E-64-13 
通物番号 ー鱈
口径 1 4.8冊
胴径 15.3咽
色調暗赤褐色
銀成良
胎土砂

34 土師器費
出土雄 12E-64-1 
遺物番号 括
色調 赤褐色
焼成良
胎土砂
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35 土師器聾
出土地 12E 日 10 焼成良
遺物番号 3 胎土砂
色間縄色

。

33 土師器費
出土地 12.E-75-4 
遺物番号 2 
口径 25. I聞
胴径 28.8明
色鯛晴褐色
健康良
胎土石英長石...
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41 土師器聾
出土勉 12E-75-2 . 3 
遺物書骨 18. ，句 3

，.，径 12 . oc:潤
色調淡縄色-，眠術色
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44 土師器阪
出土燈 lZe-75-3 
遺物番号 11 
色調暗;l<得色
.".良
駒主砂

43 土師器甑
幽土鳩 lze -75戸 3
温鞠番号 e 
色調縄色
鏡".良
胎土砂

土師器鉢 色"赤褐色
槍 12E -64-12 健康良
..骨 6 胎土砂

1 

' ,';' 49 煉焼土器費
/1 出土勉 12E-63-20 
11_ .1旬番毎 4 

サ/ 50 須恵器甑 色銅酬色
//  出土地 lZe-64-23 惇". 11 
1 1 温絢番号 12 属工 ' 
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純一 土師器蔓
幽土繕 12E-74-5 
遺物番号 26. 28 

可

48 土師器底部
幽土絶 IZe-64-13 
温鋤番毎 2 
色. ;l<栂色
焼成 良
胎土砂

51 須恵器瓶
出土絶 12E-64-Z1 
遺物書号 5 
色閤灰色
錬成堅・
胎土曹、長石毛黒色組

52 須恵器甑
出土絶 lZe-75-4 
遺物書号 繕
色慣灰色
機成1m・
胎土密

47 土師器費
出土槍 12E-65-16 
遺物書号 4 
色調暗褐色
俊民食 少し不良
胎土石3座長省軍i1j

三ゴ

三Y
三亡

, , 

53 須恵器瓶
幽土勉 12E-16-6 
遺蜘番号 2 
色鋼灰色
鏡店震 霊・
胎土密

55 須恵器鉄鉢
幽土処 12E-74-4 .64-20 
遺物書骨 2' 4 . 8 ・ 8
口径 22 . 20・
馴径 24 . 0佃
審高 13. I銅
色聞暗灰色
焼成霊像
胎主..石

454 須恵器瓶出土絶 12E-64-6 
.術書毎 1 
色調灰色.". .・
胎土鳳色紬

""" 
。
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66 須恵器聾
出土地 12E-74-4 
遺物番号 4 
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63 須恵器蔓
出土埠 lZE-74-4 
遺物番号 5 

1JllHWI~ii針r:毒液初H
W1市港詠一割;9W 〆

65 須恵器聾 色調灰色
結晶12Et722 喜 畑跡・その他⑤
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58 須恵器重
出土絶 12E-65-Z2 
遺物書号 5 
色調灰色
焼成堅織
始主密
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60 須恵器費
出土地 12E-64-24 
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色町灰色
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68 鉄刀子
幽土地 12e-75-2 
遁絢醤号 .. 
:1: 9. 1帽20h 
O.3ao 
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67 紡錘車
幽土絶 12E-76-6 
遺物書号 3 
fI 4 . 1叩
厚 2 . 3冊
• 39.7& 
衆材土腿
色圃褐色
娘成良
鎗土細砂

、
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69 鉄鎌
出土地 12e-64-11 
遺物番骨 ? 
長 1 1. 3冊
帽 2 . 9棚
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71 鉄浮
出土絶 12e-75-3 
遺物司書号ー指
:1: 4. 4圃
・ 4. 8個
II J. 5o・
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幽土地 12E-15-2 
遺物番号 21 
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帽 ... 咽
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芝崎遺跡土器胎土薄片観察

ノ《リノ・サーヴェイ株式会社

芝崎遺跡は、下総台地東北部を流れる栗山川が、台地から九十九里浜の海岸低地に出る付近の左岸側に

形成された微高地上に位置する。今回は、芝崎遺跡より出土した土師器片の分析を行い、産地等の情報を

得ることを目的とする。

1.試 料

試料は、芝崎3遺跡より出土した土師器片の分析 1 点である。 発掘調査所見により、付近で出土する土

師器とは胎土の質が異なるとされており、近畿地方や東海地方からの搬入品である可能性のあることも指

摘されている。

2. 分析方法

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に0.03mmの厚さに研磨して作製した。 薄片は

偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用いて観察し、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類

構成を明らかにする。

データの呈示は、胎土中に含まれる砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類を記載し、薄片下におけ

るその量比を多量は。、少量はムなどの記号で示す。 また、胎土の基質は、孔隙の分布する程度と砂の配

列や孔隙などの方向性の確認や、基質を構成する粘土が焼成の結果、どの程度ガラス化してどの程度粘土

鉱物として残存しているか、酸化鉄などの鉄分の含まれる程度について定性的に記載する。

3 . 結 果

観察結果を表 1 に示す。 胎土中の砂粒は中量程度であり、最大粒径は約1.3mm、粒径の淘汰度は不良であ

る.胎土中の砂粒の主体は、石英の鉱物片と火山ガラスである.火山ガラスは、平板状のいわゆるパプノレ

型が多く認められ、微量の発泡した軽石型も認められた。石英と火山ガラス以外には、 カリ長石、斜長石、

角閃石、緑廉石、 ジノレコン、不透明鉱物の各鉱物片とおそら く花岡岩類に由来すると思われる多結晶石英、

さらに微化石である植物珪酸体などがいずれも微量認められた。

基質にはガラス化した部分はほとんど認められず、焼成温度の比較的低いことが推定される。 また、基

質は褐色を呈し、含鉄質である。

表 1 胎土薄片観察結果

砂粒 砂粒の種類構成

全 淘 最
鉱 物 片

試 料 名
石 力 斜 角 緑 ン、 不

体 汰 大 。J )~ 透

長
畏 閃 廉 明

コ 鉱
量 度 径 英 石 石 石 石 ン 物

芝崎3H47-312E7ら 6 。 ム 1.3 A + + + + + + 

量比
程度

。 多量
。 強い

0 中量ム少量+微量×なし
O 中程度 A 弱い ﾗ なし
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岩石片
土

多 火 植
隙 向 残 鉄 備 考結 山 物

晶 ガ 珪 存
石 ラ 酸
英 ス 体 度 性 量 量

火山ガラスはパプルウォー

+ A + A A 。 A 
Jレ型が主体で軽石型は極

めて少ない。 素地は褐色

を呈し、 含鉄質である.



4. 考察

胎土中の砂粒の主体を占める石英は、 一般には花樹岩や流紋岩などの酸性火成岩の主成分鉱物であるが、

砂岩やチャートなどの堆積岩や片麻岩、結品片岩などの変成岩にも多く産する。一方、パプノレ型の火山ガ

ラスは、第四紀のテフラ層に由来するが、パプノレ型火山ガラスを主体としたテフラ層は、全国各地の第四

紀層中に多数認められている。 したがって、石英とパプノレ型火山ガラスが主体を占めるという胎土からは、

その背景となる地質を推定することは難しい。 また、 他に認められた鉱物片 ・ 岩石片の中で、カリ長石や

角閃石、 多結晶石英などは、花岡岩類の分布する地質を示唆するとも言えるが、いずれも微量であること

から . 花樹岩類の分布地域における表層の堆積物に由来するというよりも、新生代の堆積岩類などを構成

している砕屑物に由来する可能性がある.

以上のことにより今回の分析からは、 関東地方も含めて、その製作地域を特定することはできない。 本

試料の胎土の地域性を検討するためには、今後も 、 本遺跡および周辺遺跡より出土した同時期とされる土

師器の胎土の特性と発掘調査所見から本試料と同時期とされる近畿地方あるいは東海地方で出土した土師

器の胎土の特性とを明らかにして、本試料との異質性あるいは類似性を確認することが必要と考えられる。

図版1 芝崎遺跡の胎土薄片

1 芝崎3 H47-3 12E76-6 
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司
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Qz 石英 PI 斜長石 Ep 緑レン石 Vg 火山ガラス PO 縞物珪E主体

写真左は下方ポーラ 、写真右は直交ポーラー下。

O.5mm 
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3) 鎌倉 ・ 室町時代(中世)

日本の中世は、鎌倉時代から室町時代の約360年間である。 武士が権力を擾り、各地の土地をそれぞれ在

地領主として支配し、平時は農民として土地を耕し、いざと言うとき刀 ・ 槍を持って戦いにはせ参じた。

戦いが多かったことから暗い時代のイメージが強いが、 一面では行動は自由で、特に経済は中国銭の流入

によって成長し、物資の流通は盛んになった。 このような時代を中世、 あるいは鎌倉 ・ 室町時代と呼ぶこ

とにする.

この芝崎遺跡でも中国の陶磁器や銭貨が出土し、ほかにも多くの国産陶磁器が入ってきたことが、発掘

調査によって明らかになった。

(1)遺構

芝崎遺跡のこの発掘調査では、鎌倉 ・ 室町時代の遺構は溝が数条と土坑 1 基を検出したのみで、道路部

分の調査で検出した家の跡や畑跡などはなかった。溝は大きく 2種類に分ることができる。

その 1 つは遺跡の西北西方向から延びてくる溝と、それに合流あるいは直角に付く溝などである。その

中で中心となる31号溝は、側面が傾斜し底が平らな断面が逆台形で、深さが0.5m前後で一定している. 直

線ではなく、緩やかな曲線を描いたり曲折したりし、どういう溝であるか測りかねる。 この溝の西への延

長上では細くなって、 覆土は黒色で、 青磁碗B類の破片が出土しているところから、中世でも古い時期に

当たる 。 そのことからこの31号溝も鎌倉時代ころに掘られ、長く使われたと考えられる. また、 36号溝は

少しゆがんだ長方形に周回する溝であるが、溝の内側には同時期の遺構は検出されなかった。 これも 31号

潜と同時期と恩われる。

2 つ目の種類の溝は調査区域東部で検出した41 ・ 42 ・ 44号の 3 条の溝である。 まず41 . 42号潜は幅が広

〈直角に近い角度で曲がり、中に仕切を有している。深さは地山面から0.3~0.8mで、浅いが室町時代末期

の堀とよく似ている。 44号溝は方形穴が連続した形で、一見連続並列坑のようであるが、これも障子堀の

底が残ったものと見れば、構として納得できる。 これら 3条の堀が囲む構築物として考えられるものは、

これら堀の北西側に居館方吋可かがあったらしいことである. ちょうどその場には水神伺があり、この中世

末期の遺構と、地元伝承による水神とが関連あるか、北朝IJの調査で明 らかになるかもしれない。

(2) 遺物

中世の遺物では、 陶磁器、 砥石、 銭貨、それに銅製品がある .

陶磁器では、中国製青磁碗破片が 1 点あか国産陶磁では古瀬戸の縁紬小皿、天目碗、摺鉢、渥美の費、

常滑の曹、鉢、土器では小皿、内耳土鍋などがあり、時期的に幅があるが、室町時代中期の15世紀を中心

に出土している。

図96に示した砥石は、形態から奈良 ・ 平安時代のもの、あるいは江戸時代のものである可能性もある.

銭貨は、溝の中や東部地山面上から 4 点出土した.

12 E ー 75 - 9 で出土した銅製品は、銅地に塗金が少し残り、金銅製品であることが分った. 下部に破損

跡が見られ、何かの部品であった可能性が考えられる。

東部では81号土坑、及びその南東側斜面で、火葬骨片が出土した。 決して多い量ではないので、ここで

火葬をしたというのではない。
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々、官官、。

、々1令官、

31号中世溝
時 期 13-15世紀
位置 12E-6 3 -1S.....64-2S

規檀帽、。.....1. 5m、昼64m
主軸方向 N-5 0""'8 0 ・ W 
聾さ O . 5m 
遭 鞠特になし
特記事項西部から断植的に揖〈溝

、々官官且

々、仏~~~\\

27.常滑片白書事

¥ 

、々'l.~~~'.)~'1.1j

32号中世溝
時 期 13-15世紀

λ「

也置 12E-63-1S

、々官同

• 
B 古頑戸小鉢

々、官官、1

、々げ-"

旦L.-3.2Om
-百ー

31 号中世溝 12E-64-16 覆土断面
圃 序 1 凪灰色土 (砂・掴酷が理じる)

2 暗匝色土 (砂・帽眠倉電車じる〉
3 匝色砂(凪色土 ・ 揖蝕が理じる} ¥4 
4 晴臣色土 (砂が多 〈 理じる 可
5 暗匝色土(砂が連じる}
6 暗匝禍色砂

、々'l.~~1‘』
- 銭貨・銅製品

・ 青磁・古瀬戸

. 常滑・渥美
理橿帽O . 8-1. 2m、畳 10m
主軸方向 N-60・ -w . カワラケ・肉耳土鍋

. 砥石・健石
理さ O . Sm 
遭 輯特になし
特E事項目号講に平行して.百旬から断嶋崎に韓〈溝. 骨片

図 92. 鎌倉・室町
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33号中世溝
時期 13町 15世紀
位置 12E-64-13....64-17
規績帽O . 8m、昼、 6 . 5m 
主軸方向 N-32 ・ -E
軍さ O . 3m 
量 輸周辺から置戸揖飾、 lItl・..跡
特E事項 31<署置に直角でEぴ. il < 道陣か.

、々'l.t...tr'~，.. 

17 

常滑片口鉢

18 

33 号中世溝

、々官、J

23 常滑壷

36号中世溝
時 閉 13-15世紀
位置 12E-64 - 24....74-10
規檀幅O . 6-1. 2m、 豊45m
主軸方向 N-60・ -w
漂さ O . 3-0. 4m 
量 軸特になし
崎健司匹項 10x7 . 5mで周圃し.

々、官1凶
時代の遺構 1

J 、，C'納入、

シ、合併.，‘

34号中世溝
時 期 13-15世紀
位置、 2E-64-19-65-16
曙檀帽O . 9句、 1m、畢30m
主岨方向 N - 80 . -W 
理さ O. 5m 
量 輸圃辺から常珊聾‘向耳土鍋.
MIi!司区項 31・講に平行し、 35号講と宜量して車へEびる.

35号中世溝
時 期日ー15世紀
位置 12E-64-14-75-5
規檀帽 1 . 1-2. Om、畏70m
主軸方向 N-20-S0 ・ -w
揮さ O . 5-0. 8m 
量抽lIt珊E
9・E司匹項北西から置を描いて来て31号溝と合遣し. .へ竃ぴる.

• 
26 常滑片口鉢

、々官1刊

"A~ ，曲
、'Ll~"~

36 骨中世清

周回する 36号中世溝
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38号中世溝
時 期 13-151世紀
位置 12E-75-12--75-14
蝿檀帽O . 5-1. 2m . 墨 2 3 m
主軸方向 N - 68-83 ・ -w
理さ O . 3......0. 5m 
遭 鞠特に立し
..2事項 37骨溝と合査し ‘ 41号調に量がる.

~ 
図 93 . 鎌倉・室町
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39号中世溝
時 期 15世紀
位置 12E-75-5-75-10
蝿檀帽1 . 8.....2. Om. 畢 13m
主軸方向 N-13 - -E 
理さ O . 5.....0. 6m 
温 鞠蝕置永獲量宜
特E事項 35't溝と宜量し‘ ‘，.号溝に聾がる.

40号中世溝
時 期 13-15世紀
位置 12E-75-5-75-10
鰻 襖幡市 0-1 . 5m. 畢 10m
主軸方向 N - ' . -E 
2壊さ O . 5-0. 6m 
量 鞠珊戸支白副司常滑聾
9暗記司匹項 35号璃と盟がり、 41骨飛に合理する.

42号中世溝
時 期間-16世紀
世置 12E- 76-6-76-7
理檀帽1. 7.....3. 3m. 畢 15m
主軸方向 N-93・ -w
理 主 o . 6から O . 8m 
遺 輯曲賞『元祐通宝』、土器小皿 {カワラケ)
特E・項〈由字に圃幽し.仕切がある. 上に江戸書出宜主る.
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43号中世溝
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主軸方向 N-2 ・ - E
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81号土坑
時 期 1 5-1 6世紀
位置， 2E-76-14 
規橿 2 . 33mx 1. 38m 
主軸方向 N-6 1 ・ -w
理さ O . 32m 
温 鞠火事事骨片
特記事項 44号中世却時中にある

84号土坑
時 期 15世紀
位置 12 E -64-25
理観 1 ， 83mX 1. 80m 
主軸方向 N-32 ・ E 
軍さ O . 46m 
温 拍車卸に木俊粉
特記事項 31 ・ 35号中世溝由合斑点にある

。
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図 95. 鎌倉・室町時代の遺構4
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31 号中世溝土層断面
屠 F事 1 緑色土 (1巨色砂がIf!じる)

2 黒匝色土 (砂帽鉄が理じる)
3 鳳匝色土(砂が理じり、堅い)
4 黒色砂 (砂が理じり.里い)
5 鳳灰色土 (砂が多〈理じり.堅い)
6 赤匝色土 (砂が理じり、粘置)
フ 暗民色土 (砂禍銭が理じる)
8 黒圧色土 (砂禍鉄が;高じる)
9. A!K色土 (砂が理じり、堅い)
10 黒匝色土 (砂が多〈理じり 、 堅い)

一‘、

主'-- L-2 国m 自
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ミ
11 

42 号中世溝土層断面
層 序 1 晴匝色土 {表土}

2 黒匝褐色土 (砂がiI!じり‘堅い)
3. A!K色土 (砂が多〈理じり、褐鉄が入り、堅い)
4. A匝色土 (砂がiI!じり 、 褐銭が入り 、 堅 〈 粘買)
5. A!K色土(砂が理じり‘堅い}
6. !K-赤縄色砂(これから下部は中世眉1
7 鳳E色土 (砂が理じる)
8 褐色紐砂
9 晴匝色砂 (匝色土が;ll じる)
10 灰色紗
11 鳳E色土(砂が壇じり、粘貰)

11 

~L-2.00m 8 

主廷す養霊安4
44 号中世溝土層断面 乞~~=~=，'m
層 序 1 暗匝色土 (表土)

2 暗褐色土 (砂が多〈理じる)
3 暗匝禍色土 (砂が理じり、給量1
4 鳳色砂 (宝永火山匝)
5 鳳匝色土(砂がiI!じり、粘置}
6 暗匝色土 [褐色砂が多〈理じる)
7. !K色砂(鳳灰色土赤褐色砂が理じる}
8. M属医色土 (匝色砂が多 〈 理じる)

図 96. 鎌倉・室町時代の遺構5
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飴土色乳白色

2面色貧白色"
成竪・・

胎土密

〆〆
2 古瀬戸支目碗
幽土鳩 1 2E-6か21
温領事E骨 話
時期大. 111 (15也提案網開}
胎土色裏白色
農面色 ヨ廃色輪
後成堅・・
胎 土 '"

, . 1 
11 古瀬戸天目碗
幽土地 12E-75-5 
遺物番号 4 
時期大穂 1 綱引5世錠末期〉
胎土色乳白色
表面色思案色組
織 .. 霊・

胎'" '" 

0 古瀬戸筒形香炉
幽主治 1 2E-65戸22

書鞠番号 8 
綱同þw期 (14世紀中期}

胎土色灰白色
表面色波緑色軸
像感堅銀
胎主曾

15 古瀬戸瓶子
出￡泊 12E-75- 2
遺物番号ー権
時期後wlH1 5世紀後期)
胎土色現白色
11薗色潰録色倫
鍵属鹿霊虫
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一「、 34 内耳土鍋
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'司〆 色個醐色
/ 銭高健 良

胎主妙

てエ三ヲ

験
30 土器小皿(かわらけ)

36 内耳土鍋
出土勉 12E-75守 14
通網番号 4 
時期 15世紀
色調風色. 肉面赤褐色
鍵成良
胎土砂

40 燈石*
幽土槍 12E-16-19 
PH8 
3.3ao 

帽‘ 1個
. 1. 1圃
嚢紺翼...
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銚$. 11. 
胎土砂

38. 陶片砥石
出土地 12E-76-6 
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41 砥石
幽主絶 12E-15-4 
遺物書号 15 
-A 6. sc・
・・ 5. 6伺
" 4. 7冊
• 14O.0g 
..縛 砂怠
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遺物書.. 9 
昼 6. .岨
緬 2 . 0冊
目J 2 . 9欄
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国Y国i

ロ 45 砥石幽土地 12E-76-6 
遺物書号 10 
長 8. 1舗

帽 3 . 8咽
厚 1.6聞
• 32.211: 
素材結板岩

.. 3 . 0.:刻
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• 61.9" 
素絹 ，...治
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Fー」一 46 砥石
1 出主槍 12E-75-6 
¥ 退鞠番号 2 
¥ :ll 6 . 61:濁
1 帽 3. 6咽
\ 日J 3 . 4e繍
\..--' 璽 10 1. 3 g 
-一一 軍材 ，.1政治

図 99. 鎌倉・室町時代の遺物3
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48 銭貨(元祐通宝)
幽主制I!! 12E-16-7 
造物書骨 11 
密 2 . .咽

• 2.1. 

51 銭貨(永楽通宝)
'"'"創I!I 12E-75-10 
遺物喬号 2 
tI 2. 5c・
• 2.Z. 

49 銭貨 (判読不可)
出土地 12E-76-19 
遺物書号 8 
径 2. .咽

• 3.111: 

図 1∞. 鎌倉・室町時代の遺物4
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50 銭貨(照寧元宝)
出土地 12E-76-14 
遺物香号 6 
径 2. 3圃
• 3.01 

52 金銅製品
幽企槍 12E-75-9 
遺絢寄号 6 
高 J. 2圃
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厚1.2圃
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53. 81号土坑出土の骨片
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53. 12E-76-20周辺出土の骨片

53. 12E-77-16出土の馬歯

図 101.鎌倉・室町時代の遺物5
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4) 江戸時代(近世)

江戸時代は中世と違って身分が分けられ、土地の移動も厳しく制限された、完全な封建社会であった.

そのため農村社会は260年間変化せず継続した様であるが、中世に発達した流通経済は廃れることなく、続

いたことが発掘によって分った.

(1)遺構

芝崎遺跡の本調査区域では、江戸時代の遺構は溝と道跡が検出されたのみである。 主な溝は調査区域南

部を栗山川に沿って走る 1 号溝で、幅が4mあってさらに複数の溝が中にあり、何回も掘り返されている。

これに直行するようにいくつも溝が連結し、排水溝の様である。 また、これらの溝の多くは、 現在の畑地

割の下から検出されることが多い. このことから、現在の畑地苦手lが江戸時代からほとんど変化していない

ことが分った。 1 号溝の底からは、所々で1706年噴火の富士宝永火山灰の堆積が確認された。 このことか

ら 18世紀初めには溝がすでに掘られていたことが分り、 17世紀にも存在した可能性も考えられる。 また東

部の39号潜の下には、 42号中世溝があり、中世溝を踏襲して近世溝を作っていて、中世から近世への継続

性が見られる 。

東部で検出された道跡は、富士宝永火山灰を敷き詰め、よく踏み固めて路盤としている。 これも44号溝

の上に重なっていて、中世からの継続性が考えられる。

(2 )遺物

江戸時代の遺物は、陶磁器と瓦である。

陶磁器は、北九州の肥前系陶磁器と呼ばれる有田染付碗、嬉野碗、唐津香炉を中心に、中部の瀬戸 ・ 美

濃産と呼ばれる志野皿、天目碗、香炉、また畿内堺産の播鉢などがあり、近世陶磁器の主な組み合わせが

そろっている。 これらの中で、志野皿や天目碗、染付碗の一部などは17世紀のものと思われ、波佐見染付

碗、嬉野碗、堺宿鉢などは18世紀のものと思われ、時代によって産地別の製品に変化が認められる。

瓦は、主に32号溝の中央部から集中的に出土した。 ほとんどが湾曲の弱い平瓦と恩われるが、ポジティ

プ(裏)面が丁寧に仕上げられ、ネガティプ(表)面が粗い仕上げになっているため、考えている表裏が

逆か棟上に葺く瓦であったかもしれない。 地元の方の話では、『昔、近所で瓦を焼いていた」というので、

地元産の瓦であろうか。
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38 号近世溝土層断面
11 '" 暗赤褐色砂{赤禍銭が多<.砂が理じる}

2 暗匝色土 (砂 ・ 赤縄餓が理じり 、 堅い)
3 鳳民色土 {砂・捕後が理じり、量〈粘買)
4 鳳匝色土 {砂が理じり‘tItらかい)
5 属医色土 {堅〈粘買)
6. !Ii色砂 {土がiI!じる)
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1 号近世溝土層断面
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4. .色砂{宝永火山匝)
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芝崎遺跡の自然科学分析

パリノ ・ サーヴェイ株式会社

はじめに

芝崎遺跡は、下総台地北東部を流れる栗山川が、台地から九十九里浜の海岸低地に出る付近の左岸側に

形成された微高地上に位置する 。 貝塚ほか (2∞0) による地形分類図では、下総台地北東部のほとんどは

下末吉面相当の下総上位面に区分されているが、栗山川の谷沿いにはそれよりも一段低い下総下位面に区

分される狭小な台地が点在している。 ただし、本遺跡の背後の台地は、その標高から下総上位面に対比さ

れる台地である 。 また、本遺跡の位置する標高2.5~3.3mの微高地は九十九里海岸低地の最奥部に形成され

た砂堤の一部であり、縄文海進時に入江となっていた栗山川の谷を塞ぐバリアとして形成されたものと考

えられている(森脇. 1979) 。

今回の調査では、 中世の畝状遺構が検出された。 同様な遺構は周辺の中島遺跡や芝崎中島遺跡でも検出

され、イネ属などのイネ科作物に由来する植物珪酸体が認められた。 今回の遺構についても、 イネ科植物

珪酸体の有無を明らかにし、 栽培植物に関する情報を得る。

また、畝状遺構と同時期とされる堀跡の内側の集落内では、遺構確認面で粘土層が確認された。 当初、

これは整地層と考えられたが、継続調査の中でその上位および下位にも粘土層および砂層が続くことから、

自然堆積層であることが考えられた。 そこで、 この粘土層および砂層の由来を明らかにするために鉱物分

析を行い、堆積環境の検討をするために珪藻分析を行った。

1.中世畝状遺構での栽培植物の推定

1 .鼠料

今回の畝状遺構は、前回、 中島遺跡において畑跡が検 表 1 畑跡の槌物珪酸体分析試料
採取地点 試料名 土色 土質

畝 1 黒褐色 砂混じりシノレト

12E-64-7 
畝 3 褐灰色 砂混じりシノレト

畝間 1 褐灰色 砂混じりシノレト
畝間 3 灰褐色 砂混じりシノレト

12E-74-5 畑跡 灰黄褐色 砂混じりシノレト
畑跡 灰褐色 砂混じりシノレト

12E-75-1 畑跡 黒灰黄色 砂混じりシノレト

出された調査区の南方に位置し、栗山川に沿う調査区で

検出された。 この中から、 12E-64- 7 溝の北墜に見られ

た畝から 3点、畝聞から 3 点、 12E-75- 1 溝の畑から 2

点、 12E-74- 5 溝の畑から 5点が採取され、 この 3 地点、

の試料の中から、 7点を選択した(表 1) 。
士色と土質は、分析時の所見。

2. 分析方法

湿重 5 g 前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、 超音波処理 (70VV . 250fUHz. 1 分間)、沈定法、 重

液分離法(ポリタングステン酸ナトリウム ， 比重2.5) の順に物理 ・ 化学処理を行い、植物珪酸体を分離 ・

濃集する 。 これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下 ・ 乾燥させる。 乾燥後に、プリュウラッ

クスで封入してプレパラートを作製する 。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その聞に出現するイネ科業部(葉身と葉鞘)の薬部短細胞に由来

した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、機動細
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胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤 ・佐瀬 (1986) の分類に基づいて同定・計数する 。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、 プレパラート作成に用いた分析残溢量、検鏡に用いたプレパラー

トの数や検鏡した面積を正確に計量し、堆積物 1 g あたりの植物珪酸体含量を求める。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と植物珪酸体含量の一覧表で示す。 また、各種類の植物珪酸体含

量とその層位的変化から畑作物の種類や古植生について検討するために、地点聞の植物珪酸体含量の変化

を図示する 。

3 ，結果

(1)栽培植物の産状

各試料での植物珪酸体含量を表 2 、図 1 に示す。 各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、その保

存状態は悪く、同定できないものも多い。 なお、中島遺跡および芝崎中島遺跡で検出されたヒエ属やキピ

属は認められない。 以下に、栽培植物に由来する植物珪酸体を中心に各地点の産状を述べる。

, 12E-64-7 北壁

畝 1 では、イネ属の短細胞珪酸体が約 2万個Ig 、機動細胞珪酸体が約6.5千個Ig 、穎珪酸体が約2.8千個

Ig である 。 この中には、短細胞列などの珪化組織片として認められるものも多い。 また、オオムギ族の短

表 2 畑跡の植物珪酸体分析含量
12E-64-7北壁 12E-74-5 12E-75-1 

租 試料番号 畝1 畝3 | 畝間 l 畝間3 畑3 畑5 畑2

イネ科薬部短細胞珪酸体

イネ族イネ属 20 , 254 2, 720 1, 210 163 51 44 40 

キピ族チゴザサ属 971 。 121 。 。 44 。

タケ亜科ネザサ節 3, 329 453 2, 662 。 51 174 40 

タケ亜科 8, 879 1, 587 3, 024 1, 087 460 785 890 

ヨシ属 13, 179 6, 573 8, 590 4, 510 2, 198 6, 933 3, 48 1 
ウシクサ族コブナグサ属 277 113 605 54 。 。 81 

ワシクサ族ススキ属 2, 636 907 968 761 102 523 405 

イチゴツナギ亜科オオムギ族 3, 329 。 484 54 。 。 。

イチゴツナギ亜科 1, 249 907 726 326 102 174 121 

不明キピ型 19, 422 7, 027 7, 985 2, 880 1, 073 2, 616 1, 295 
不明ヒゲシパ型 7, 769 2, 607 5, 081 1, 359 358 829 1, 498 

一五盟主ど~7:2_型一ーー一一一一___!Ui_'W一一一ム♂立_____~c1i_Q.L_嶋 38ι"一 1良一一」ELE---1笠ー
イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 6, 520 1, 360 1, 573 109 。 44 81 

タケ亜科ネザサ節 3, 191 453 847 272 51 87 162 

タケ亜科 2, 913 1, 360 1, 694 815 358 392 445 

ヨシ属 2, 636 3, 627 968 598 。 741 445 

ウシクサ族 6, 798 4, 080 4, 113 1, 250 460 610 607 

シパ属 277 227 。 。 。 。 40 

不明 5, 133 2, 267 1, 452 326 102 480 769 

珪化組織片
イネ属穎珪酸体 2, 774 567 121 54 。 。 。

J口L 言十

イネ科葉部短細胞珪酸体 86, 843 25 , 047 34, 964 11 , 574 4, 548 12, 689 8, 620 
イネ科薬身機動細胞珪酸体 27 , 468 13, 374 10, 647 3, 370 971 2, 354 2, 549 
イネ属穎珪酸体 2, 774 2, 774 2, 774 2, 774 2, 774 2, 774 2, 774 
総 言十 117 , 085 41 , 195 48, 385 17, 718 8, 293 17 , 817 13, 943 
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短細胞珪酸体

12E-64-7 畝 l • 1. 回- • 。

北壁

畝 3 • . ,. • 。 。

畝間 l • • • • 。 。

畝間 3 ・ • • . ,. • 。 。 。。 。 。 回

12E-74-5 畑 3 ・ . ,. • • . ,. 。。 。 。

畑 5 • • . ,. • • -・
。 。 。 。。 。 固

12E-75-1 畑 2 ・ . ,. . ,. • • 。 。 。 。 。 。。

. . . . 
40 80 

(x 103 個)
20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 

畑跡の植物珪酸体含量

堆積物 1 g あたりに換算した個数を示す。

図 1

. 0 は 1 ， 000 個未満で検出された種類を示す。

細胞珪酸体が約3.3千個/g含まれるものの、栽培種か否かの判別が明確にならない。 畝 3 では畝 1 よりもイ

ネ属の含量が少なく、短細胞珪酸体が約2.7千個/g 、機動細胞珪酸体が約1.4千個/ g である。オオムギ族は、

検出されない。

畝間 1 は、イネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が約1.2~ 1.5千個/g 、畝間 3 は100~160個/ g 前後と

またオオムギ族も検出されるが、 畝間 1 は約480個/g 、畝間 3 は約50個/g である。

. 12E-74-5 

少ない。

畑 3 ・ 畑 5 のうち、畑 3 ではイネ属の機動細胞珪酸体が検出されず、短細胞珪酸体が約501困/g である。

畑 5 では短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体がそれぞれ約40個/ g である 。

. 12E-75-1 

畑 2 では、イネ属の短細胞珪酸体が約40個/g 、機動細胞遊酸体が約80個/g である。

(2) 他の種類の産状

植物珪酸体含量の総計は、 12E-64-7 北壁の畝 l で約12万個/g と最も多く、 12E-64- 7 北壁の畝 3 と畝間 1 ・

畝間 3 ・ 畑 5 が約1.7~4.8万個/g 、 12E-74- 5 の畑 3 と 12E-75- 1 の畑 2 が0.8~ 1.3万個/g 前後である。

イチゴツナギ亜科などが認められ

他の種類は 1 千個勾未満のものが多い。 なかではヨシ属短細胞珪酸体やウシクサ族機動細胞珪酸体の産出

が目立ち、ネザサ節を含むタケ亜科、 ススキ属などを含むウシクサ族、
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る 。 この他、言十数はしていないが、珪藻化石の破片や海綿骨針が数多く認められる 。

4. 考察

検出された栽培植物のうち、イネ属の含量は12E-64- 7 北壁の畝 1 で最も多く、単細胞列など珪化組織片

として認められるものも多い。 これは、畑跡の土壌中に稲籾や稲葉が混入したことを示唆する 。 この要因

として、イネ属が栽培されたこと、あるいは敷き藁や施肥として稲葉や籾殻が利用された可能性が考えら

れる。 また 12E-64- 7 の畝 3 と畝間 1 ・ 3 でもイネ属が検出され、栽培あるいは稲葉利用が想定されるが、

その含量は畝 l よりも少ない。 この点は、混入量や耕作地と休耕地などの違いを反映する可能性があるが、

遺構の形成過程が明確でない現段階では判別がつかない。 一方、 12E-74・ 5 の畑 3 ・ 5 や12E-75- l 'の畑 2 で

もイネ属が検出されるものの、 12E-64- 7 北壁の畝状遺構よりも含量が少ない。 他の地点と同様にイネ属の

栽培や畑作でのイネ属植物体の利用が想定されるが、蓄積しにくい状態であったことがうかがえる。

この他、オオムギ族の短細胞珪酸体が畝 1 や畝間 1 ・ 3 で検出され、イネ属と同様に畝 1 で多い。 検出

されたオオムギ族が栽培種に由来するものであれば、 12E-64- 7 の畑ではムギが栽培された可能性が考えら

れる。 これまでの調査ではヒエあるいはキピなどのイネ科作物が栽培された可能性が指摘されたが、今回

はキピ類の栽培の痕跡は認められず、栽培植物に違いがあったことも考えられる。

また、畑作地周辺の植生をその産出状況から考えると、いずれの試料にも目立つヨシ属をはじめとして

タケ亜科やススキ属、イチゴツナギ亜科などのイネ科植物が生育していたと思われる 。 ヨシ属は、湿潤な

場所に生育する種類であり、海面骨針なども多く見られることから、今回の調査からも低地の堆積物を畑

土壊に用いていることが示唆される。

今後、耕土を対象とした種実分析を試み、生育していた植物や作物について検討したい。 また、植物珪

酸体を形成しないソパ属などの作物についても、花粉分析により調査することが望まれる。

II. 粘土層および砂層の由来に関する調査

1 .試料

中世堀の内側にみられた整地層と考えられていた粘土層では、鉱物分析と珪藻分析を実施する 。 また別

の地点の粘土層(地山層 4~6) をはさむ上下の砂層、いわゆる地山層についても鉱物分析を行う 。 なお

地山層の試料を採取した断面は、現地表面の標高約 3m、表層lOcmは現耕作士、その下位におおよそ 7 つ

に区分される砂質な堆積物が見られる 。

試料は、区分された各層から 1 点ずつ、

合計 7点が採取された。 これらの土層を、

ここでは便宜的に上位より順に地山層 1~

7 とする 。 発掘調査者による各層の所見

は表 3 に示す。

2. 分析方法

(1)鉱物分析
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試料約40g に水を加え超音波洗浄装置にて分散、 250メッ、ンュの分析簡を用いて水洗し、粒径 1 /16mm以

下の粒子を除去する。乾燥の後、飾別し、得られた粒径 1 / 4mm-1/8 mmの砂分をポリタングステート(比

重約2.96に調整)により重液分離、重鉱物および軽鉱物を偏光顕微鏡下にてそれぞれ250粒に達するまで同

定する。

重鉱物の同定の際、不透明な粒については斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを

「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質などで同定の不可能な粒子は、「その他」

とする。また火山ガラスは便宜上、軽鉱物に含め、その形態によりパブノレ型 ・中間型 ・ 軽石型の 3 タイプ

に分類した。各型の形態は、パフツレ型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破

砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は小気泡を多く含むスポンジ状あるいは気泡の引き伸ばされた繊

維束状のガラスである。

(2) 珪藻分析

試料を湿重で 7 g 前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000

倍で行い、メカニカノレステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存する

ものを対象に200個体以上同定 ・ 計数する。種の同定は、 原口ほか (1998) 、Krammer ( 1992) 、 Kr町田ler

and Lange-Benalot ( 1986， 1988， 1991a，1991b) 、 Witkowski，Lange-Benalot and Metzeltin (2000) などを参照す

る。

同定結果は、 海水生種、海水~汽水生種、汽水生種、淡水~汽水生種、淡水生種のl順に並べ、その中の

各種類をアノレファベット順に並べた一覧表で示す。なお、 淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分 ・ 水

素イオン濃度 (pH) ・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

そして、産出個体数200個体以上の試料については、 産出率2.0%以上の主要な種類について、主要珪藻化石

群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現

率を求める。

堆積環境の解析は、海水~汽水生種については小杉 (1988) 、 淡水生種については安藤 (1990) 、陸生珪

藻については伊藤 ・ 堀内 (1991 ) 、汚濁耐性については、 Asai and Watanabe (1995) の環境指標種を参考と

する。

3 ，結果

(1)鉱物分析

結果を表 4 、図 2 に示す。全試料ともに

類似した重鉱物組成および軽鉱物組成であ

る。重鉱物組成は斜方輝石が60~70% と多

くを占め、他に少量の単斜輝石、角閃石、

不透明鉱物の 3鉱物を伴う。詳細にみれば、

斜方輝石以外の鉱物の量比に試料による違

いが認められる。すなわち、粘土層と地山

表4 粘土層の鉱物宝析結果
世 カ 斜 単 角 酷 不

料 ン 方 斜 関 化 遁
祷 ラ 蹄 蹄 石 角 明
号 ふ〆 石 石 閃 鉱

石 石 物

粘土層 21 160 511 10 11 24 
地山届 l 41 162 471 22 01 11 
地山届2 41 172 311 23 01 14 
地山層3 31 180 291 25 。 4 
地山層4 31 157 361 17 01 19 
地山層5 I1 157 451 20 01 20 
地山属6 I1 157 451 13 01 29 
地山届7 11 175 241 10 01 30 
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型 火 火
火 山 山

山 ガ ガ
ガ フ フ

ラ ス ス

ス

21250 l 。 81 51 109 811 250 
41 250 。 01 58 143 481 250 
61 250 。 。 01 62 155 331 250 
91 250 。 。 I1 56 128 651 250 
1St 250 6 。 I1 65 117 61 I 250 
71250 1 。 51 69 133 421 250 
51 250 。 。 01 66 121 631 250 
101 250 l 。 01 52 154 431 250 



軽鉱物組成
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亙豆豆王室室三塁函
百古古F言台守合脅す烹0i

重鉱物組成層 4~6 の 4点は単斜輝石、不透明鉱物、角関石の順に
粘土層

多く、地山層 1~3 の 4 点は、単斜輝石、角関石、不透地山層】

明鉱物の順に多い。 地山層 7 は不透明鉱物、単斜輝石、地山層 2
地山層 3

角閃石の順である。軽鉱物組成は、いずれの試料も長石地山層 4
地山層 5

が多く、少量の石英と微量または極めて微量の火山ガラ地山層 6

地山層 7

'"阪湾 "似班

仁コカンラン石 仁コパプノレ型火山ガラス
fZ?il斜方輝石 匡ヨ中間型火山ガラス
~単斜輝石 Eヨ軽石型火山ガラス
Eヨ角閃石 a 石英
- 不透明鉱物 医忍長石
E重量その他 匿麹その他
粘土層および池山層の重軽鉱物組成

スを伴う組成である。それらの中で粘土層と地山層 4 ・

5 には火山ガラスがやや多く含まれる傾向があり、バブ

(2) 珪藻分析

ノレ型と軽石型が混在する 。

図 2
結果を表 5 、図 3 に示す。 粘土層からは、珪藻化石が

日円「1ii

L 製品iLLiiii 非
iijiijj 議長信用語

粘土層}同 ~n 岡田H~~担=計四回
粘土層の主要珪藻化右群集

海水汽水淡水生種産出串 ・各種産出串完形殻産出串は全体基数

と して百分率で算出した。

豊富に産出する。完形殻の出現率は約60%で、比較的良

好な保存状態である 。 産出分類群数は、 31属

53種類である。 このうち、海水生種が26.2% 、

海水~汽水生種が14.0%、汽水生種が41.6%、

淡水~汽水生種が3 .3%を占め、海水生種~汽

水生種が産出種の大部分である。淡水生種は、

15.0% を占める 。
試
料
名

産出種の特徴は、汽水付着性で海水泥質干

潟指標種群のNit訂ch叫 granula師、汽水泥

図 3

質干潟指標種群のPseudop odosira kosug目、

内湾指標種群のParalia sulca臼が1l~17%と

多産することである。また、海水付着性のGram­

ma加.phora hamulifeγ仏海水藻場指標種群

の Cocconeis scutellum、汽水泥質干潟指標種群のDiploneis smithii、海水~汽水付着性のDelphineis surireｭ

lla、淡水生で流水不定性(流水域にも止水域にも普通に生育する種)の Cocconeisplacentula、止水性(止

水域に最もよく生育する種)のFragilaria construens 10 . venterなどを伴う 。 なお、多産するPseudopodo­

sira kosugiiは完新世の海進によって形成された海成層の最上部付近で出現のピークを示すことから、海成

(Sato et al, 1996) 。層の上限高度の認定に有効な指標種と考えられている

4 . 考察

前述のように芝崎遺跡は、縄文海進時に入江であった現栗山川の谷の出口に形成された砂堤上に立地し

いずいわゆる地山層として認められた砂層および粘土層は、標高と層厚および層相から、ている 。 今回、

れも砂堤を構成する堆積層であると考えられる。 なお、砂層と粘土層からなる層相などは、背後の台地の

地形面構成層である常総層(紀村ほか， 1981) にも類似する。 しかし、背後の台地の上面高度は標高約40m

であり、台地表層のローム層とその下位の常総層の厚さはいずれも数m程度であるから、標高約 3mよりも

このととは、 今回分析を行った重鉱物

どの地域においても斜方輝石と角閃石がほ

下位に堆積する今回の地山層が常総層に対比される可能性は無い。

組成によっても明瞭に支持され、常総層の重鉱物組成は概ね、
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ぽ同量、あるいは角閃石の方がやや多い場合が多い(例えば紀村ほか (1981)など)ということからわか

る 。 このような重鉱物組成は、地山層のいずれの層にも認められない。さらに、軽鉱物組成で微量認めら

れた火山ガラスの屈折率を地山層 4 について概査(古海 (1990) による温度変化法)した結果、 n1.498~ 1.51O

の広いレンジを示し、特定のテフラに由来を求めることができなかった。町田 ・ 新井 (1992) に示されて

いるテフラの屈折率などから、おそらく御岳第 1 テフラ (On-Pm l)、姶良Tn火山灰 (A T) 、鬼界ア

カホヤ火山灰 (K-A h) の 3 テフラに由来する火山ガラスが混在している可能性がある。これらのテフラ

のうち、 AT と K-Ah は常総層の堆積時期よりも後に噴出したテフラである。このことからも、地山層が

常総層である可能性は低いといえる。なお、約6300年前に噴出したとされている K-Ah が地山層中に混在

しているとすれば、遺跡の位置する砂堤の形成を6000~5500年前頃とする森脇(1979) の記述と調和する。

ところで、地山層 4~6 が粘土質であることは、砂堤の形成時期の中で砂堤の後背に形成されている潟

湖が一時的に拡大し、調査地付近も潟湖となったことを示唆していると考えられる. また、 E草地層と考え

られていた粘土層は、その重軽鉱物組成および層相を考慮すると地山層 5 に対比される。 さらに、この粘

土層から採取された珪藻化石の産状からは、淡水域で形成された堆積性ではなく、海水または汽水域で形

成された粘土に由来すると考えられる。 このことからも砂堤背後の潟湖における堆積層と考えられる. た

だし、これは森脇(1979) が海水準の変化により説明した九十九里海岸の地形発達史における 5段階の変

化に相当するものではなく、 1 つの段階(具体的には第 I 砂堤群の形成期)内における、より小さなスケー

ノレの変化であると考えられる。

以上のことから、森脇 ( 1979) による九十九里浜の地形発達史などを考慮すると、 栗山川の谷底低地内

および九十九里海岸における砂堤聞の低湿地内には、海水または汽水の潟湖あるいは干潟であった時期の

堆積物が地表下に広く堆積していると考えられる。今後、周辺域における粘土層の分布、原地形について

の資料を蓄積し、遺跡の立地との関わりを考えていきたい。
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図版 1 植物珪殴体
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3. ネザサ節短細胞珪駁体(J 2E-64-7; 畝 1 )

5. コブナグサ属短細胞珪酸体(J 2E-64-7; 畝間1)
7. オオムギ族短細胞珪酸体(J 2E-64-7;畝 1)
9 イネ属機動細胞珪酸体(J 2E-64-7; 畝1)
11 ウシクサ族機動細胞珪酸体(J 2E-64-7; 畝1)
13 シパ属機動細胞珪駁体(J 2E-64-7; 畝1)
15. 海綿骨針(J2E-7 4-5; 畑5)
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2 チゴザサ属短縮胞珪酸体(J 2E-64-7;畝間 1)
4 ヨシ属短細胞珪酸体(J 2E-64-7;畝3)
6 ススキ属短細胞珪酸体(J 2E-64-7; 畝1)
8 オオムギ族短細胞珪酸体(J 2E-64-7; 畝間1)
10. ネザサ節機動細胞珪酸体 ( 1 2E-64-7 ;畝 1)
12 ヨシ属機動細胞珪酸体(J 2E-64-7;畝3)
14. イネ属穎珪酸体(J 2E-64-7; 畝1)
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図版 2 重軽鉱物

l. 重鉱物，粘土層
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図版 3 珪藻化石
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1. Aclinoplychus senarius 
(Ehr.)Eh r enberg(粘土層)
2. Aclinoplychus senarius (Ehr. )Ehrenberg 
(粘土層)
3. Paralia sulcala (Ehr. )Cleve 

(粘土層)
4. Pseudopodosira kosugii Tanimura et Sato 
(粘土層)
5. Delphineis surirella (Ehr.)G.Andrews 
(粘土層)
6. Diploneis smj{hii (Breb. )Cleve 
(粘土層)
1. Navicula capj{ala var. hungarica (Grun.)Ross 
(粘土層)
8. Ni Izschia granulala Grunow 
(粘土層)

日 Achnanlhes brevipes var. inlermedia (Kuetz.)Cleve 
(粘土層)
10. Rhopalodia musculus (Kuetz. )0. Muller 

(粘土周)
11. Cocconeis placenlula var. euglypla (Ehr.)Cleve 

(粘土層)
12. Cocconeis sculellum Ehrenberg 

(粘土層)
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4. 結 語

以上、芝崎遺跡のこの発掘調査では、縄文時代の土器、奈良 ・ 平安時代の農村跡、鎌倉 ・ 室町時代の性

格不明の溝、江戸時代の畑地割の潜などが出土し、この地域の歴史の流れを知ることができた. 芝崎遺跡

は低地であって、なおかつ栗山川に接している。 このような所で「はたして遺跡があるだろうかJ と言う

のが、調査前の実感であった。 ところが発掘をしてみると、遺跡がないどころか足の踏み場もないくらい

の密度で、遺構が検出された。そのほとんどは奈良 平安時代の畑跡で‘銚子連絡道路予定地調査区域35 ，000m'

も含めて大部分のところで発見された。 また同じ所に重なって同じ時代の住居跡が検出された。 これで問

題になることは、畑跡と住居跡がどのような関係で配置し、並存したかである . この調査区域の中でも、

本文中に示したように、奈良時代から平安時代中頃あるいは後期まで続いたとしたら、 300-400年間の期

間、ここで古代農村集落が営まれたことになる. その期問、どのように変遷したか、検討することは至難

に近い. この報告書ではその復元は難しいため、銚子連絡道路予定地調査報告書に先送りすることにした

u、。

中世では、溝と土坑が検出されたのみであるが、同時代は周辺に多くの城郭があり、特に境目の城とし

て背後に芝崎城跡、対岸には坂田城跡があり、その接点として栗山川に接した本遺跡が、何らかの役割を

果たしていたことも十分考えられよう .

近世も構のみの検出であったが、この溝から富士宝永火山灰が出土したことから、すでに江戸前期には

存在したことが明らかとなり、この時代の溝のほとんどが、現在の畑地割の下から出てきた. これらのこ

とから、現在から遡ってみると、現在芝崎にある畑は江戸時代の地苦手lを残していることが判明した。 また

江戸時代の溝の中には中世溝に重なるものもあり、地害IJの源流は中世にまで遡ることが分った. しかし、

中世とそれ以前である平安時代の遺構(畑跡)とは重なる所がなく、断絶を感じる。

このように芝崎の歴史は、そのあけぼのである縄文時代は別として、奈良・平安時代に本格的に農村集

落が営まれるも、平安時代の終わりには一旦断絶があり、また鎌倉時代以降今日まで継続して農耕が営ま

れた流れが解明された.

〈参考文献〉

日本考古学協会2000年度鹿児島大会実行委員会 (2000) はたけの考古学

千葉県史料研究財団 (l99B) 千葉県の歴史 資料編考古 3 (奈良 ・ 平安時代)

-143 -



報告書 抄 録

ふ り がな しばさきいせき

書 名 芝崎遺跡 I

Iii'I 書 名 住宅宅地関連公共施設等総合獲備事業に伴う坦蔵文化財調査

シリーズ 名 財団法人東総文化財センタ一発掘調査報告替

シリーズ番号 第30集

編著者名 道湾明

編集機関 財団法人東総文化財センター

所 在 地 'f289-1727 千葉県匝瑳郡光町宮川字宮内前2334 T E L. 0479-84-3368 

発行年月日 西暦200 5年 3 月 2 5 日

ふりがな ふりがな コード

所収遺跡名 所在地
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

芝しばざ崎き遺いせ跡き 千b 葉""県んそ匝う瑳さ郡ぐんt光..，町.ち
12381 47 35度 140度 20030207 5, 157 nf 河川改修

芝しば崎さ.，字bざす水寸い神じん1262-1 40分 29分 ~ 
00秒 30秒 20041222 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

芝崎遺跡 集落跡 縄文時代 縄文中期 ・ 後期 ・ 晩期

土器

奈良 ・ 平安 住居跡 ・ 掘立柱 土師器 ・ 須恵器 調査区域西半分に畑跡を検

時 代 建物跡 ・ 土坑 ・ 碁石 ・ 砥石 ・ 鉄鎌 出。奈良 ・平安時代の農村

溝 ・ 畑跡 集落を復元できそう .

鎌倉 ・ 室町 構 青磁腕、古瀬戸小皿常 周辺中世城郭との関連が想

時 代 滑護 ・ 鉢、渥美費 ・ 土 定される.

器小皿 ・ 内耳土鍋、 銭

貨、砥石、火葬骨

江戸時代 溝 有国碗、志野皿.天目 溝は畑地割で助主も継承さ

碗、瓦 れている。



 

財団法人 東総文化財センター調査報告書第 30 集

芝 崎 遺 跡 I
一住宅宅地関連公共施設等総合整備事業に伴う埋蔵文化財調査一

平成17年 3 月 25 日発行

編 集 財団法人東総文化財センタ 一

発 行 千葉県海匝地域整備センター
千葉県八日市場市イ の 1 ， 999

財団法人東総文化財センター
千葉県匝瑳郡光町宮川字宮内前2334

印刷 三 陽工業株式会社
千葉県市原市五井5510-1


